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はじめに
このたびは，DA100データアクイジションユニット(DA100および周辺機器)をお買い上
げいただきましてありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは，DA100データアクイジションユニットの機能，設置・配線
方法，トラブル時の対処方法などについて説明したものです。ご使用前にこのマニュアル
をよくお読みいただき，正しくお使いください。
お読みになったあとは，ご使用時にすぐにご覧になれるところに，大切に保存してくださ
い。ご使用中に取り扱いがわからなくなったときなどにきっとお役に立ちます。
なお，DA100データアクイジションユニットに付属するマニュアルとして，このマニュア
ルのほか，次のマニュアルがあります。あわせてお読みください。

マニュアル名 マニュアルNo.

DA100通信インタフェースユーザーズマニュアル IMDA100-11J
DA100スタンダードソフトウエアユーザーズマニュアル IMDP10001-62J

ご注意
●DARWINはこれからの進化の過程において，新機種，ソフトウエア，各種入/出力モ
ジュール，オプション機能，などをラインアップに加えながら，その拡張性とフレキシ
ビリティを発展させていくデータアクイジション機器群です。システム構築時には，構
成機器のバージョンを示すハードウエアスタイルナンバーおよびソフトウエアのリリー
スナンバーが下記の条件に適合していなければなりません。
・各入出力モジュールスタイルナンバーが，接続するメインユニット/サブユニットの
スタイルナンバーと同一または，それ以下の数であること。

・専用パッケージソフトウエアのリリースナンバーが，設定・制御を行うメインユニッ
ト/サブユニットのスタイルナンバーと同一または，それ以上の数であること。

この条件に適合しない機器/ソフトウエアでは，機能が制限されるか，システム構築で
きない場合があります。
このマニュアルでは，スタイルナンバー「S8」のハードウエアについて解説しています。

●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがありま
す。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ
とがありましたら，お手数ですが，裏表紙に記載の当社支社・支店・営業所までご連絡
ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
●保証書は梱包箱に付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき大切に保
管してください。

商標
●Microsoft，MS-DOS，WindowsおよびWindows NTは，米国Microsoft Corporation
の，米国およびその他の国における登録商標また商標です。

●PC-9800シリーズは，日本電気株式会社の製品です。
●IBMは，米国International Business Machines Corporationの登録商標です。
●その他の各製品名は，各社の商標，または登録商標です。
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1997年11月　 5版発行
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スタイルナンバーについて
スタイルナンバー「S1」から「S2」の変更点

・演算機能(RRJC含む)追加
スタイルナンバー「S2」から「S3」の変更点

・RS-422-A/RS-485通信機能追加
スタイルナンバー「S3」から「S4」の変更点

・パルス入力モジュール追加
・GP-IBモジュール追加

スタイルナンバー「S4」から「S5」の変更点

・mA入力モジュール/パワーモニタモジュール/ひずみ入力モジュール追加
・エクステンダモジュール/エクステンダベース追加
・レポート機能追加

スタイルナンバー「S5」から「S8」の変更点

・ディジタル入力モジュール追加
・イーサネットモジュール/RS-232-Cモジュール/RS-422-A/RS-485モジュール追加
・パワーモニタモジュールのch3～ch6での電力測定追加

スタイルナンバー「S6」，「S7」，「S9」は販売していません。

スタイルナンバー「S8」から「S10」の変更点

・伝送出力モジュール追加
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梱包内容を確認してください

梱包を開けたら，ご使用前に以下のことを確認してください。万一，お届けした品の間違
いや品不足，または外観に異常が認められる場合には，お買い求め先にご連絡ください。
また，下記のユニット，モジュール，付属品，アクセサリを追加もしくはリプレースされ
るときは，必ず裏表紙に記載の横河電機（株）の支店/営業所および代理店からご購入く
ださい。

メインユニットDA100
形名銘板に記載の形名と仕様コードで，ご注文どおりであることを確認してください。
●MODEL(形名)とSUFFIX(仕様コード)

形名 仕様コード 記事

DA100 ･･････････ メインユニットDA100

タイプ -1････････ スタンドアロンタイプ
-2････････ 拡張タイプ
-B････････ 入力モジュールDU100-11，通信モジュールDT300-21付属
-C････････ 入力モジュールDU100-21，通信モジュールDT300-21付属
-D････････ 入力モジュールDU100-31，通信モジュールDT300-21付属

付属ソフトウエア 1･･･････ データアクイジションソフトウエア32付属

電源電圧 -1･････ 100-240VAC
-2･････ 12-28VDC

電源コード -M･･ UL/CSA規格+変換アダプタ* 部品番号：A1006WD，A1253JZ
-W･･ 電源コードなし，電源接続部がねじ端子
-Y･･ 電源接続部が2ピン丸形コネクタ

付加仕様(オプション) /M1 演算機能(リモートRJCおよびイベント/アクション機能含む)
/M3 レポート機能

＊日本国内でのみ使用可
●ナンバー(計器番号)，ハードウエアのスタイルナンバー(形名銘板に記載)，ソフトウエア

のリリースナンバー(フロッピーディスクのラベルに記載)

お買い求め先にご連絡いただく際には，これらの番号もご連絡ください。

サブユニットDS400/DS600
形名銘板に記載の形名と仕様コードで，ご注文どおりであることを確認してください。
●MODEL(形名)とSUFFIX(仕様コード)

形名 仕様コード 記事

DS400 ･･････････ 4スロットサブユニット
DS600 ･･････････ 6スロットサブユニット

タイプ 00････････ 拡張タイプ

電源電圧 -1･･････ 100-240VAC
-2･････ 12-28VDC

電源コード -M･･･ UL/CSA規格+変換アダプタ* 部品番号：A1006WD，A1253JZ
-W･･･ 電源コードなし，電源接続部がねじ端子
-Y･･･ 電源接続部が2ピン丸形コネクタ

＊日本国内でのみ使用可
●NO. (計器番号)，ハードウエアのスタイルナンバー(形名銘板に記載)

お買い求め先にご連絡いただく際には，これらの番号もご連絡ください。
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梱包内容を確認してください

入力モジュール
形名銘板に記載の形名で，ご注文どおりであることを確認してください。
●MODEL(形名)

形名 記事

DU100-11 10ch ユニバーサル入力モジュール，ねじ端子
DU100-21 20ch ユニバーサル入力モジュール，ねじ端子
DU100-31 30ch ユニバーサル入力モジュール，ねじ端子

DU100-12 10ch ユニバーサル入力モジュール，クランプ端子
DU100-22 20ch ユニバーサル入力モジュール，クランプ端子
DU100-32 30ch ユニバーサル入力モジュール，クランプ端子

DU200-11 10ch DCV/TC/DI入力モジュール，ねじ端子
DU200-21 20ch DCV/TC/DI入力モジュール，ねじ端子
DU200-31 30ch DCV/TC/DI入力モジュール，ねじ端子

DU200-12 10ch DCV/TC/DI入力モジュール，クランプ端子
DU200-22 20ch DCV/TC/DI入力モジュール，クランプ端子
DU200-32 30ch DCV/TC/DI入力モジュール，クランプ端子

DU300-11 10ch mA入力モジュール，ねじ端子
DU300-12 10chmA入力モジュール，クランプ端子

DU400-12 パワーモニタモジュール，単相用
DU400-22 パワーモニタモジュール，3相用

DU500-12 10ch ひずみ入力モジュール，ブリッジ抵抗　120Ω
DU500-22 10ch ひずみ入力モジュール，ブリッジ抵抗　350Ω
DU500-32 10ch ひずみ入力モジュール，NDIS端子

DU600-11 10ch パルス入力モジュール，ねじ端子

DU700-11 ディジタル入力モジュール，ねじ端子

●NO. (計器番号)，ハードウエアのスタイルナンバー(形名銘板に記載)

お買い求め先にご連絡いただく際には，これらの番号もご連絡ください。

I/Oターミナルモジュール
形名銘板に記載の形名で，ご注文どおりであることを確認してください。
●MODEL(形名)

形名 記事

DT100-11 DI/DOモジュール，ねじ端子

DT200-11 アラーム出力モジュール(C接点4点)，ねじ端子
DT200-21 アラーム出力モジュール(A接点10点)，ねじ端子

DT300-11 GP-IBモジュール
DT300-21 RS-232-Cモジュール，D-subコネクタ
DT300-31 RS-422-A/RS-485モジュール
DT300-41 イーサネットモジュール

DT500-11 1-5V伝送出力モジュール，ねじ端子
DT500-21 4-20mA伝送出力モジュール，ねじ端子

●NO. (計器番号)，ハードウエアのスタイルナンバー(形名銘板に記載)

お買い求め先にご連絡いただく際には，これらの番号もご連絡ください。
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付属品
次の付属品が添付されています。品不足や損傷がないことを確認してください。

3極-2極変換�
アダプタ�
A1253JZ

電源コード�
UL, CSA規格�
A1006WD

DA100ユーザーズマニュアル(本書) 1冊�
　　IMDA100-01J�
DA100通信インタフェース　�
　　ユーザーズマニュアル1冊�
　　IMDA100-11J�
データアクイジションソフトウエア32　�
　　ユーザーズマニュアル1冊�
　　IMDP12011-61J

M(日本国内でのみ使用可)�
(-W，-Y仕様では付属しません)

3.5型フロッピーディスク1枚�
DA100スタンダードソフトウエア�

M4ねじ(1ユニットに付き，�
取り付けねじ6本，�

脚部固定ねじ4本が付属)

DC電源端子コネクタ�
(電源電圧仕様が�

-1では付属しません)
クランプフィルタ(電源電圧仕様が-2�
　　　　　　　　 では付属しません)A1179MN

DA100-B，DA100-C，DA100-Dをお買い上げのお客様には，上記の付属品に加えて，
以下の付属品が添付されます。

メインユニットタイプ 品名 形名 数量

DT100-B 10chユニバーサル入力モジュール DU100-11 1
RS-232-Cモジュール DT300-21 1
RS-232-Cケーブル 1

DT100-C 20chユニバーサル入力モジュール DU100-21 1
RS-232-Cモジュール DT300-21 1
RS-232-Cケーブル 1

DT100-D 30chユニバーサル入力モジュール DU100-31 1
RS-232-Cモジュール DT300-21 1
RS-232-Cケーブル 1

Note
DA100-B，DA100-C，DA100-Dをご購入したままの状態で使用する場合は，システムを再構築
する必要はありません。ただし，モジュールの装着位置を変えたり，別のモジュールを装着した場
合は，システムを再構築する必要があります。

梱包内容を確認してください
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アクセサリ(別売品)

品名 形名 記事

エクスタンダモジュール DV100-011
エクステンダベース DV100-012
拡張ケーブル DV200-000 長さ：0.5m
拡張ケーブル DV200-001 長さ：1m
拡張ケーブル DV200-002 長さ：2m
拡張ケーブル DV200-005 長さ：5m
拡張ケーブル DV200-010 長さ：10m
拡張ケーブル DV200-020 長さ：20m
拡張ケーブル DV200-050 長さ：50m
拡張ケーブル DV200-100 長さ：100m
拡張ケーブル DV200-200 長さ：200m
拡張ケーブル DV200-300 長さ：300m
拡張ケーブル DV200-400 長さ：400m
拡張ケーブル DV200-500 長さ：500m

シャント抵抗 DV300-011 抵抗：10Ω，ねじ端子用
シャント抵抗 DV300-012 抵抗：10Ω，クランプ端子用
シャント抵抗 DV300-101 抵抗：100Ω，ねじ端子用
シャント抵抗 DV300-102 抵抗：100Ω，クランプ端子用
シャント抵抗 DV300-251 抵抗：250Ω，ねじ端子用
シャント抵抗 DV300-252 抵抗：250Ω，クランプ端子用

ラックマウント金具 DV400-011 ANSI/EIA規格対応
ラックマウント金具 DV400-021 JIS規格対応

ひずみ変換ケーブル DV450-001
ケーブルアダプタ DV250-001 ケーブル拡張用
ACアダプタ DV500-001 電源ケーブルUL/CSA規格対応

DC100/DA100/DS400/DS600用

ソフトウエア

品名 形名 記事

データアクイジションソフトウエア32 DP120-11 付属品と同じもの

データアクイジションソフトウエア32 Plus DP320-11

梱包内容を確認してください
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本機器を安全にご使用いただくために

本機器はIEC規格安全階級I(保護接地端子付き)の製品です。
本機器を正しく安全に使用していただくため，本機器の操作にあたっては下記の安全注意
事項を必ずお守りください。このマニュアルで指定していない方法で使用すると，本機器
の保護機能が損なわれることがあります。なお，これらの注意に反したご使用により生じ
た障害については，YOKOGAWAは責任と保証を負いかねます。

■本機器には，次のようなシンボルマークを使用しています。

■次の注意事項をお守りください。取扱者の生命や身体に危険が及ぶ恐れがあります。

警　　告

●電源
機器の電源電圧が供給電源の電圧に合っているか必ず確認したうえで，本
機器の電源を入れてください。

●電源コードとプラグ
感電や火災防止のため，電源コードおよび3極-2極変換アダプタ(日本国
内でのみ使用可)は，YOKOGAWAから供給されたものを必ずご使用くだ
さい。主電源プラグは，保護接地端子を備えた電源コンセントにだけ接続
してください。保護接地線を備えていない延長用コードを使用すると，保
護動作が無効になります。

●保護接地
感電防止のため，本機器の電源を入れる前には，必ず保護接地を行ってく
ださい。本機器に付属の電源コードは接地線のある3極電源コードです。
したがって，保護接地端子のある3極電源コンセントを使用してくださ
い。3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使用可)を使用する場合には，
保護接地端子に変換アダプタの接地線を確実に接続してください。
電源接続部がねじ端子の場合も，同様に保護接地端子に接地線を確実に接
続してください。

●保護接地の必要性
本機器の内部または外部の保護接地線を切断したり，保護接地端子の結線
を外さないでください。いずれの場合も本機器が危険な状態になります。

●保護機能の欠陥
保護接地およびヒューズなどの保護機能に欠陥があると思われるときは，
本機器を動作させないでください。また本機器を動作させる前には，保護
機能に欠陥がないか確認するようにしてください。

●ガス中での使用
可燃性，爆発性のガスまたは蒸気のある場所では，本機器を動作させない
でください。そのような環境下で本機器を使用することは大変危険です。

●ケースの取り外し
当社のサービスマン以外はケースを外さないでください。本機器内には高
電圧の箇所があり，危険です。

●外部接続
保護接地を確実に行ってから，測定対象や外部制御回路への接続を行って
ください。

“取扱注意”。人体および機器を保
護するために，ユーザーズマニュ
アルやサービスマニュアルを参照
する必要がある場所に付いていま
す。

保護接地端子。

交流。

ON(電源)。

OFF(電源)。
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルの構成
このユーザーズマニュアルは，以下に示す第1章～第4章および索引で構成されています。

章 タイトル 内容

1 システム構成 DARWINにおけるDA100システムの位置づけ，DA100システムの
構成および機能などについて説明しています。

2 設置と配線 DA100システムの設置のしかたと，配線方法について説明していま
す。

3 トラブルシューティング・保守
診断やトラブルが生じたときの対処方法などについて説明していま
す。

4 仕様 DA100/DS400/DS600の各ユニットおよび各入出力モジュールの
仕様について説明しています。

索引 五十音順，アルファベット順の2つの索引があります。

このマニュアルで使用している記号
●単位

k ･･･････「1000」の意味です。使用例：100kHz
K ･･･････「1024」の意味です。使用例：720KB

●表示文字

文章中に「」でくくった英数字は，主に画面の表示文字や設定数値です。

●注記

このマニュアルでは，注記を以下のようなシンボルで区別しています。

DA100/DS400/DS600本体で使用しているシンボルマークで，人
体および機器に危険があることを示すとともに，ユーザーズマニュ
アルを参照する必要があることを示します。ユーザーズマニュアル
では，その参照ページの目印として使用しています。

警　　告 取り扱いを誤った場合に，使用者が死亡または重傷を負う危険があ
るときに，それを避けるための注意事項が記載されています。

注　　意 取り扱いを誤った場合に，使用者が軽傷を負うか，または物的損害
のみが発生する危険があるときに，それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note DA100/DS400/DS600を取り扱ううえで重要な情報が記載されて
います。
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1.1 DARWINについて

DARWINとは
オープンアーキテクチャに基づく全く新しいコンセプトにより誕生した，新世紀のデータ
アクイジション機器群をDARWIN(Data Acquisition and Recording Windows)と名付けま
した。
従来の領域を越え，数多くのネットワークが複雑にリンクする現代社会では，高速かつ大
量に，しかも確実で使いやすいコミュニケーション機能があらゆる分野で求められていま
す。測定点数が急激に増加している計測と制御の世界でも，品質の向上/作業の効率化/安
全で美しい環境の確保などの面から，より簡単で経済的に多点集録が行え，すぐパーソナ
ルコンピュータで情報として活用できることが重要なテーマになってきています。
このような市場のニーズに応えるべく，従来の記録計とデータロガーの機能を統合し，測
定形態を大きく進化させるのがDARWINです。
これまでのデータ集録装置の多くは，アナログ信号をディジタル信号に変換する測定部
と，結果の表示/記録機能部が1つの箱に入ったオールインワンタイプです。ユーザーに
とっては使いやすい反面，環境変化への対応や拡張性の点で難しさを抱えていました。
DARWINは，測定部となる「データアクイジションエンジン」と，その他の機能部を完全
に分離することで，この相反する課題を解決しました。様々な制約条件や仕様変更へも柔
軟にかつスピーディに応えられます。
パーソナルコンピュータベースでデータロギングを行うデータアクイジション機器DA100
シリーズと，チャートレコーダに各種モジュールを接続してデータ収集と記録を行うDR
シリーズがあります。

FD

拡張ケーブル�
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パーソナルコンピュータ�
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1.2 DA100の構成

DA100は，測定チャネル数10chの小規模データロギングから広範囲に分散した最大
300chの多点データ収録まで，パーソナルコンピュータで統合できるデータアクイジショ
ンユニットです。パーソナルコンピュータから汎用通信インタフェース(GP-IB，RS-232-
Cなど)を介してDA100を制御し， リアルタイムでパーソナルコンピュータに測定データ
を転送できます。
DA100の標準機種には，次の2機種があります。
DA100スタンドアロンタイプ

測定点数10ch～40chの小規模データロギングに適しており，その機動性・設置性から，
場所を選ばない手軽なデータ収集ユニットとして，簡単かつ迅速に設置することができま
す。
DA100拡張タイプ

拡張タイプは，メインユニット1台と最高6台のサブユニット(DA400/DS600)の接続によ
り，測定点数を最大300chまで拡張することができます。各ユニット相互間は専用の拡張
ケーブルで最大500mまで延長可能です。広範囲に分散した測定対象も省配線かつスピー
ディーな配線作業を行うだけで，フレキシブルな遠隔測定システムを構築できます。
DA100およびDS400/DS600に装着する入力モジュールは，測定条件に合わせて，次の
ようなモジュールの中から選択できます。
・ユニバーサル入力モジュール/DCV/TC/DI入力モジュール
温度，直流電圧，接点信号を測定できます。

・mA入力モジュール
モジュール内にシャント抵抗を内蔵しているため，－20mA-20mAの直流電流を直接測
定できます。

・パワーモニタモジュール
交流電圧，交流電流を入力して，実効電圧，実効電流，有効電力，無効電力，皮相電
力，周波数，力率，位相角を測定できます。単相用と3相用があります。

・ひずみ入力モジュール
ひずみを測定できます。120Ωまたは350Ωのブリッジ抵抗を内蔵したタイプと，NDIS
端子で外部にブリッジを接続するタイプがあります。

・パルス入力モジュール
流量計や回転計からTTL信号や接点信号を入力し，パルス数のカウントや積算を行うこ
とができます。

・ディジタル入力モジュール
接点信号を測定できます。

装着モジュールには，これらの入力モジュールのほか，次のような各種モジュールが用意
されています。
・通信インタフェースモジュール
DA100とパーソナルコンピュータで通信を行うときに必要なモジュールです。この通
信インタフェースモジュールの汎用通信インタフェース(GP-IB，RS-232-Cなど)を介し
て，測定条件の設定やデータ収集ができます。

・アラーム出力モジュール
接点信号でアラーム信号を出力できます。

・DI/DOモジュール
アラーム信号，フェイル信号などを出力できます。

・伝送出力モジュール
本機器で測定された測定値や演算値，あるいはパーソナルコンピュータから通信インタ
フェース経由で設定した値を1-5Vアナログ電圧，または4-20mAアナログ電流に変換し
て出力します。拡張タイプのメインユニットには接続できません。

・エクステンダモジュール
電源が近くにない場所に入力モジュールを設置したいような場合に，スタンドアロンタ
イプのメインユニットまたは拡張タイプのサブユニットから直接入力モジュールに電源
を供給することができます。
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接続例
●スタンドアロンタイプ

POWER

100-240V  50/60Hz  70VA  MAX

DATA  ACQUITION  UNIT

STATUS

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/ANO C NC

FAIL

CHART

NO

C

NC

1 2

C3 4

C5 6

C7 8

C9 10

C11 12

REM

NO C NC

NO C NC

ALM

ALM2

1

C

パーソナル�
コンピュータ�

DA100�
スタンドアロンタイプ�
�

通信ケーブル�

GP-IBモジュール�

10chユニバーサル入力モジュール�
DI/DOモジュール�

●拡張タイプ

POWER

100-240V  50/60Hz  55VA  MAX

DATA  ACQUITION  UNIT

STATUS

FAIL

CHART

REM

ALM 1

ALM 2

NO C NC

NO C NC

11 RC 12

9 RC 10

7 RC 8

5 RC 6

3 RC 4

1 RC 2

NO C NC

NO C NC

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

SUB  UNIT

POWER

STATUS

POWER

STATUS

POWER

100-240V  50/60Hz  55VA  MAX

STATUS

100-240V  50/60Hz  70VA  MAX

SUB  UNIT

100-240V  50/60Hz  70VA  MAX

SUB  UNIT

NO C

ALM1

ALM2

ALM3

ALM4

ALM5

ALM6

ALM7

ALM8

ALM9

ALM10

NO C

ALM1

ALM2

ALM3

ALM4

ALM5

ALM6

ALM7

ALM8

ALM9

ALM10

パーソナル�
コンピュータ�

DA100拡張タイプ�
メインユニット�

サブユニット�
DS600

サブユニット�
DS600

サブユニット�
DS400

拡張ケーブル�

通信ケーブル�

DI/DOモジュール� アラーム出力モジュール�

GP-IBモジュール�

10chユニバーサル入力モジュール�

10chユニバーサル入力モジュール�

10chユニバーサル入力モジュール�

サブユニットは�
最大6台まで接続可能�

1.2　DA100の構成
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1.3 各部の名称と機能

DA100スタンドアロンタイプ(DA100-1)

�電源コネクタ�
(-W仕様ではねじ端子，-Y仕様�
では2ピン丸形コネクタ)

電源スイッチ�

脚部�

ステータスランプ�

モジュール接続用�
コネクタ�

取り付け穴�

モジュール装着用�
ねじ穴�

脚部固定用穴�

機能接地端子�
(電源スイッチの下)

DA100拡張タイプ(DA100-2)

�

電源コネクタ�
(-W仕様ではねじ端子，�
-Y仕様では2ピン丸形�
コネクタ)

電源スイッチ�

脚部�

ステータスランプ�

モジュール接続用�
コネクタ�

取り付け用穴�
モジュール�
装着用ねじ穴�

脚部固定用穴�

拡張ケーブル接続�
コネクタカバー�

機能接地端子�
(電源スイッチの下)

サブユニットDS400

�

電源コネクタ�
(-W仕様ではねじ端子，�
-Y仕様では2ピン丸形�
コネクタ)

電源スイッチ�

脚部�

ステータスランプ�

モジュール接続用�
コネクタ�

取り付け用穴�
モジュール�
装着用ねじ穴�

脚部固定用穴�

拡張ケーブル接続�
コネクタカバー�ユニット番号�

設定スイッチ�

機能接地端子�
(電源スイッチの下)
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サブユニットDS600

�電源コネクタ�
(-W仕様ではねじ端子，�
-Y仕様では2ピン丸形�
コネクタ)

電源スイッチ�

脚部�

ステータスランプ�

モジュール接続用�
コネクタ�

取り付け用穴�

モジュール装着用�
ねじ穴�

脚部固定用穴�

拡張ケーブル接続�
コネクタカバー�ユニット番号�

設定スイッチ�

機能接地端子�
(電源スイッチの下)

入力モジュール
●10chユニバーサル入力モジュール(DU100-11／DU100-12)

・DU100-11 ・DU100-12

端子カバー�

ねじ端子�

端子カバー�

クランプ端子�

20chユニバーサル入力モジュール(DU100-21／DU100-22)／30chユニバーサル入力モジュール
(DU100-31／DU100-32)は，2連，3連になっているだけなので，名称説明は省略しています。

●10ch DCV/TC/DI入力モジュール(DU200-11／DU200-12)

・DU200-11 ・DU200-12

端子カバー�

ねじ端子�

端子カバー�

クランプ端子�

20ch DCV/TC/DI入力モジュール(DU200-21/DU200-22)／30ch DCV/TC/DI入力モジュール
(DU200-31／DU200-32)は，2連，3連になっているだけなので，名称説明は省略しています。

1.3　各部の名称と機能
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●mA入力モジュール(DU300-11/DU300-12)

端子カバー�

ねじ端子�

端子カバー�

クランプ端子�

●パワーモニタモジュール(DU400-12/DU400-22)

端子カバー�

配線押さえ�

クランプ端子�

●ひずみ入力モジュール(DU500-12/DU500-13/DU500-14)
DU500-14DU500-12/DU500-13

NDIS端子�

ゲージ法設定スイッチ�

クランプ端子�
端子カバー�

1.3　各部の名称と機能
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●パルス入力モジュール(DU600-11)

端子カバー�

ねじ端子�

●ディジタル入力モジュール(DU700-11)

端子カバー�

ねじ端子�

1.3　各部の名称と機能
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I/Oターミナルモジュール
●DI/DOモジュール(DT100-11)

端子カバー�

ねじ端子�

●アラームモジュール(DT200-11／DT200-21)

・DT200-11 ・DT200-21

ねじ端子�

端子カバー� 端子カバー�

ねじ端子�

通信モジュール
●GP-IBモジュール(DT300-11)

GP-IBコネクタ� アドレス設定用スイッチ�

●RS-232-Cモジュール(DT300-21)

RS-232-Cコネクタ� 通信パラメータ設定スイッチ�

1.3　各部の名称と機能
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●RS-422-A/RS-485モジュール(DT300-31)

内蔵終端抵抗のON/OFFスイッチ�
LED

通信パラメータ設定スイッチ�

RS-422-A/RS-485ターミナル�

●イーサネットモジュール(DT300-41)

モード設定用スイッチ�

状態表示用LED

10BASE-Tポート�

伝送出力モジュール
●1-5V伝送出力モジュール(DT500-11)

ねじ端子�

端子カバー�

●4-20mA伝送出力モジュール(DT500-21)

端子カバー�

ねじ端子�

1.3　各部の名称と機能
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エクステンダモジュール/エクステンダベース

●エクステンダモジュール(DV100-011)

EXTENDER
I/F

I/F

拡張ケーブル接続コネクタ�

●エクステンダベース(DV100-012)

拡張ケーブル接続�
コネクタカバー�

脚部固定用穴�

終端ON/OFFスイッチ�

スロット番号設定スイッチ�

取り付け用穴�
モジュール装着用�
ねじ穴�

パワーランプ�

モジュール接続用�
コネクタ�

モジュール装着用�
ねじ穴�

1.3　各部の名称と機能
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1.4 DA100システムをサポートするソフトウエア

データアクイジションソフトウエア32(標準付属品)
測定条件の設定，診断，校正および簡易データ収集機能があります。
下記の3つのOS環境に対応しています。
・Windows 95
・Windows 98
・Windows NT 4.0

①使用環境を設定する�
�

②設定データを読み込む�

③DA100の設定を行う�
�

④DA100設定ソフトウエア�
　で設定した内容を書き込�
　む�

⑤測定データを取り込む�

⑥外部記憶装置に測定�
    データを収集する�

⑦収集データを再表示する/�
　テキストデータ，Excel形式，�
　Lotus1-2-3形式に変換する�

Note
・DA100を初めてご使用になるときは，必ずパーソナルコンピュータからDA100が正しく認識で
きるかどうか，データアクイジションソフトウエア32の診断プログラムで確認してから，ご使用
ください。なお，通信コマンドを送信して診断を行うことも可能です。

・測定レンジ，測定周期，フィルタ，A/D積分時間，校正，システム構築の累積設定回数が10万回
を超えないようにしてください。

データアクイジションソフトウエア32 Plus(別売品)
データアクイジションソフトウエア32のデータ収集機能と再表示機能を強化したソフトウ
エアです。
データアクイジションソフトウエア32ではできない10ch以上の多チャネル表示，ヒスト
リカルトレンド表示，アラーム表示などが可能です。また，再表示機能では，ズームやス
クロールなどの機能もあります。
下記の3つのOS環境に対応しています。
・Windows 95
・Windows 98
・Windows NT 4.0
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2.1 設置上の一般的注意

安全にご使用いただくための注意
●初めてご使用になるときは必ず6ページに記載の「本機器を安全にご使用いただくため
に」をお読みください。

●本機器のケースを外さないでください。
内部の点検および調整は，裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)までご連
絡ください。

●異常の場合には
本機器から煙がでていたり変な臭いがするなど異常な状態になったときは，ただちに電
源スイッチをOFFにして，電源コードをコンセントから抜いてください。電源接続部に
ねじ端子を使用しているときは，電源供給を遮断してください。また，入力端子に接続
している測定対象の電源も切ってください。異常な状態になったときは，裏表紙に記載
の横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡ください。

●電源コードについて
電源コードの上に物を乗せたり，電源コードが発熱物に触れないように注意してくださ
い。また，電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは，コードを引っ張
らずに必ずプラグを持って引き抜いてください。コードが損傷したときは，お買い求め
先にご連絡ください。ご注文の際に必要な電源コードの部品番号は3ページをご覧くだ
さい。

取り扱い上の一般的注意
●本機器の上に物を置かないでください。
本機器の上に他の機器や水の入った容器などを置かないでください。故障の原因になり
ます。

●持ち運ぶときは
まず測定対象の電源を切ってから，測定用導線や通信ケーブルなどの接続線を外してく
ださい。それから本機器の電源スイッチをOFFにして，電源コードをコンセントから抜
きます。

●温度上昇を防ぐため，モジュールの通気口をふさがないでください。

●帯電したものを入力端子に近づけないでください。内部回路が破壊される可能性があり
ます。

●ケースに揮発性のものをかけたり，ゴムやビニール製品を長時間接触したまま放置しな
いでください。筐体は熱可塑性樹脂製です。はんだごてなどの発熱体が接触しないよう
注意してください。

●ケースの汚れを取るときは，電源コードをコンセントから抜いてから(電源接続部にね
じ端子を使用しているときは，電源供給を遮断してから)，必ず柔らかい乾いた布で拭
いてください。また，プラスチック部の表面をベンジンやシンナーなどの有機溶剤で拭
かないでください。変色などの可能性があります。

●長時間ご使用にならないときは，電源コードをコンセントから抜いておいてください。
また，電源接続部にねじ端子を使用しているときは，電源供給を遮断しておいてくださ
い。

第2章　設置と配線
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2.2 設置のしかた

設置条件
●次の環境下で使用してください。

・周囲温度：0～50℃　
ただし，AC電源モデルのサブユニットDS400/DS600をパネル直付けまたはラック
マウントするときは，「－10～60℃」の範囲で使用可能です。

警　　告

●50℃以上の環境では，背面パネルが70℃以上になり，接触すると火傷を
負う恐れがあります。

●火災予防のため，ユニットは立てて使用し，モジュールの上部は塞がない
(少なくもと3cmの隙間が必要)でください。

・周囲湿度：周囲温度が－10～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～
50％RH，50～60℃のときは5～30％RH(メインユニット，サブユニットとも共通)
ただし，結露のない状態で使用してください。

Note
温度，湿度の低い場所から高い場所に移動したり，急激な温度変化があると，結露することがあり
ます。また，熱電対入力のときは，測定誤差が生じます。このようなときは，周囲の環境に1時間
以上慣らしてから使用してください。

・使用場所：室内
・使用高度：2,000m以下

●次のような場所には設置しないでください

・直射日光の当たる場所や熱発生源の近く ・高電圧機器や動力線の近く
・油煙，湯気，ほこり，腐食性ガスなどの多い場所 ・機械的振動の多い場所
・強電磁界発生源の近く ・不安定な場所

設置方法
データアクイジションユニットDA100およびサブユニットDS400/DS600は，デスク
トップでの使用，床置き，パネル直付けおよびラックマウントが可能です。いずれの設置
方法でも，必ず垂直姿勢で設置してください。なお，電源端子がねじ端子のユニットをご
使用のときは，感電防止のため，パネル直付けにしてください。
●デスクトップでの使用/床置き

ユニット下部にある脚部を下図のように前方に出して，垂直に置きます。
配線した状態で倒れる可能性があるときは，脚部の通し穴(M4用)を利用し，脚部を付属
の4本のねじ等で固定してください。

脚部�

M4ねじ�
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●パネル直付け

下図に従って，ユニットの6カ所を付属のねじ(長さ：16mm)で固定してください。

M4ねじ�

M4ねじ�

●ラックマウント

ラックマウント用に下記の金具を販売しています。

品名 形名 記事

ラックマウント金具 DV400-011 ANSI/EIA規格対応
ラックマウント金具 DV400-021 JIS規格対応

下図のように，ユニットをラック取り付け板にねじ止めし，ラック取り付け板をラック
に取り付けます。

DA100拡張タイプ/�
サブユニットDS400の場合�

ラックマウント金具� ラック取り付け板�

M4ねじ�

DA100スタンドアロンタイプ/�
サブユニットDS600の場合�

JIS規格対応取り付け寸法 (単位：mm)

480
46010

19
9

50
50

50
24

.5
6

480
46010

19
9

50
50

50
24

.5
6

ANSI/EIA規格対応取り付け寸法 (単位：mm)
482.6
453.214.7

17
7

37
.7

10
1.

6

6.
8

482.6

453.214.7

17
7

37
.7

10
1.

6

6.
8

2.2　設置のしかた
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2.3 入出力モジュールの実装のしかた

警　　告

●入出力モジュールを実装するときは，感電防止および機器の損傷を防ぐた
めに，必ずDA100/DS400/DS600の電源をOFFにしてください。

サブユニットのユニット番号の設定(DA100拡張タイプをご使用の場合だけ)
DA100拡張タイプにサブユニットを接続するときは，各サブユニットを認識し区別するた
めに，ユニット番号を設定する必要があります。ユニット番号は，下図に示す各サブユ
ニットのユニット番号設定スイッチ(ロータリディップスイッチ)で，「0」～「5」から選
択して設定します。「6」以上に設定すると，ユニット番号が認識されません。

Note
・ユニット番号設定スイッチがある位置に，入出力モジュールを実装すると，スイッチの設定がで
きなくなるので，入出力モジュールを実装する前にこの作業が必要です。

・サブユニットDS600の上部またはDS400の左部にある灰色の凹部に，ユニット番号を記入して
おくと，ユニット番号の確認に便利です。

実装方法
1. DA100/DS400/DS600の電源がOFFになっていることを確認します。
2.モジュールを接続する位置の目隠し板を取り外します。
モジュールを接続しない位置の目隠し板は取り外さないでください。故障の原因になり
ます。

3.実装する位置のモジュール接続用コネクタに，入出力モジュールの背面のコネクタを合
わせ，差し込みます。

4. 入出力モジュールの上下端部2カ所を付属のねじ(M3)で締め付けます。
モジュール接続用�
コネクタ�

モジュール取り付けねじ�

モジュール�

ユニット番号�
設定スイッチ�

●ユニット番号設定スイッチ�
　(「0」～「5」のみ設定可能)

0 1

2
3

456

7
8

9

目隠し板�
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実装可能モジュール
●DA100スタンドアロンタイプの場合

入力モジュール，アラーム出力モジュール，DI/DOモジュール，通信インタフェースモ
ジュール，伝送出力モジュール
接続可能総モジュール数：6個 (1個は必ず通信インタフェースモジュールを接続する)
DI/DOモジュールの接続数は1個以下
入力モジュール数≦4個 (最大入力チャネル数：40)
入力モジュール数＋アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール＋伝送出力モ
ジュール≦5個

●DA100拡張タイプの場合

DI/DOモジュールは接続された全ユニットで1個以下
・メインユニット

アラーム出力モジュール，DI/DOモジュール，通信インタフェースモジュール
(注意：入力モジュール，伝送出力モジュールは接続できません)
接続可能総モジュール数：4個 (1個は必ず通信インタフェースモジュールを接続)
アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール≦3個

・サブユニット(DS400/DS600)

入力モジュール，アラーム出力モジュール，DI/DOモジュール，伝送出力モジュール
接続可能総モジュール数：DS400は4個，DS600は6個 (最大入力チャネル数：300)
DS400：入力モジュール数＋アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール＋伝

送出力モジュール≦4個
DS600：入力モジュール数＋アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール＋伝

送出力モジュール≦6個

Note
・入力モジュールの右隣に，アラーム出力モジュールまたはDI/DOモジュールを接続することはで
きません。アラーム出力モジュール／DI/DOモジュールを右隣に配置すると，それらの発熱によ
り，その入力モジュールの測定確度が保証範囲外になる可能性があります。

・ユニバーサル入力ユニットとパワーモニタモジュールまたは，DCV/TC/DIモジュールとパワー
モニタモジュールは，最低1スロット分の間隔をあけて装着してください。間隔をあけないで装
着した場合，ユニバーサル入力ユニット，DCV/TC/DIモジュールの測定確度が，保証範囲外に
なることがあります。

・モジュールの種類は，各モジュールの上部に貼ってある形名シールでご確認ください。
・ユニバーサル入力モジュールまたはDCV/TC/DIモジュールの右隣に，伝送出力モジュールを接
続することはできません。伝送出力モジュールを右隣に配置すると，伝送出力モジュールの発熱
により，ユニバーサル入力モジュールの測定確度が保証範囲外になる可能性があります。

2.3　入出力モジュールの実装のしかた
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モジュール接続位置と入出力位置識別番号(チャネル番号／アラーム出力リレー番号／DI/DO番号)
入出力位置識別番号は，入力モジュールを接続した位置ではチャネル番号，アラーム出力
モジュールを接続した位置ではアラーム出力リレー番号，DI/DOモジュールを接続した位
置ではDI/DO番号と呼びます。
●DA100スタンドアロンタイプの場合

下図のように，モジュール位置に関連づけて，入出力位置識別番号が割り当てられます。

モジュール0(入出力位置識別番号：001～010)

モジュール1(入出力位置識別番号：011～020)
モジュール2(入出力位置識別番号：021～030)

モジュール3(入出力位置識別番号：031～040)
モジュール4(入出力位置識別番号：041～050)

モジュール5(入出力位置識別番号：051～060)

●DA100拡張タイプの場合

下図のように，ユニット番号(前ページ参照，メインユニットは「I (アイ)」固定)とモ
ジュール位置に関連づけて，入出力位置識別番号が割り当てられます。

モジュール0(入出力位置識別番号：001～010)
モジュール1(入出力位置識別番号：011～020)

モジュール2(入出力位置識別番号：021～030)
モジュール3(入出力位置識別番号：031～040)

モジュール4(入出力位置識別番号：041～050)
モジュール5(入出力位置識別番号：051～060)

メインユニット�

ユニット番号：0

サブユニットDS600

モジュール0(入出力位置識別：101～110)
モジュール1(入出力位置識別：111～120)

モジュール2(入出力位置識別：121～130)
モジュール3(入出力位置識別：131～140)

ユニット番号：1

サブユニットDS400

入力モジュール，伝送出力モジュー�
ルを接続することはできません。�

モジュール0(入出力位置識別：I01～I10)
モジュール1(入出力位置識別：I11～I20)

モジュール2(入出力位置識別：I21～I30)
モジュール3(入出力位置識別：I31～I40)

ユニット番号：I (アイ)

2.3　入出力モジュールの実装のしかた
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2.4 通信ケーブルの接続

データアクイジションユニットDA100の通信インタフェースモジュールとパーソナルコン
ピュータを汎用通信インタフェースを介して接続するときは，下記に従ってください。

GP-IBの場合
使用ケーブル

GP-IB通信インタフェースモジュールのGP-IBコネクタは，IEEE St'd 488-1978規格の24
ピンコネクタです。通信ケーブルは，IEEE St'd 488-1978に合ったものを使用してくだ
さい。

接続方法

下図のように接続してください。

GP-IBモジュール�

フェライトコア�

パーソナル�
コンピュータ�

DA100フェライトコア�

機能接地�
端子�

注　　意

通信ケーブルを接続したり，取り外したりするときは，必ずパーソナルコンピュータおよ
びデータアクイジションユニットDA100の電源をOFFにしてください。OFFにしないと，
誤動作が生じたり，内部回路が破損することがあります。

また，接続時は次のことに注意してください。
・耐ノイズ性能を向上させるため，上図のように通信ケーブルの両端付近にフェライトコ
ア(TDK社製ZCAT3035-1330等)を取り付けることをお奨めします。

・GP-IBケーブルのコネクタに付いているねじは，しっかりと固定してください。
・1つのGP-IBシステムには，複数の機器を接続することができますが，付属のアクイジショ
ンソフトウエア32を使用するときは，トラブルを避けるために，パーソナルコンピュータ
1台に付き通信インタフェースモジュールの接続は1個に制限されることをお奨めします。
また複数の機器を接続するときは，それぞれのアドレスを同じに設定することはできません。

・機器間をつなぐ通信ケーブルは2m以下のものを使用してください。

アドレスの設定のしかた

下図のアドレス設定用ロータリディップスイッチを回して，設定してください。
アドレスは，「0」～「15」の間で設定できます。ディップスイッチの表示文字「A」～
「F」はアドレス「10」～「15」に対応しています。

0123
4
56789

FE

D
C B A

01234
56789

FE

D
C B A

アドレス設定スイッチ�

パーソナルコンピュータ側の準備(付属のデータアクイジションソフトウエア32を使用する場合)

1. GPIBボードをパーソナルコンピュータにインストールしてください。GPIBボードは，
NATIONAL INSTRUMENTS社の以下のものしかサポートしていません。
・AT-GPIB
・GPIB-98Turbo
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2. NATIONAL INSTRUMENTS社のGPIBボードに付属のソフトウェアをインストールし
てください。CONFIG.SYSにデバイスドライバ(DEVICE=[ドライブ：ディレクトリ]
GPIB.COM)が登録されていないと動作しません。
・デバイス名の変更は行わないでください。変更されたデバイス名では動作しません。
・本ソフトウェアはボードgpib0のコントロールのみサポートしています。GP-IBボー
ドを複数枚使用している環境ではご注意ください。

・インストールが完了したら，GPIBボードに付属のハードウエア/ソフトウエア診断プ
ログラムを実行し，エラーのないことを確認してください。

RS-232-Cの場合

1 2 3 4
パラメータ�
設定スイッチ1

データ長�
ボーレート�
�

1 2 3 4
パラメータ�
設定スイッチ2

ボーレート�
�
パリティ�
�

ストップビット�

1 2 3 4
パラメータ�
設定スイッチ3

未使用�
ハンドシェーク方式�

ON
OFF

OFF

OFF

ON

ON

・設定スイッチ1と設定スイッチ2のNo.4

ボーレート No.1 No.2 No.3 No.4(スイッチ2)

150 OFF OFF OFF OFF
300 OFF OFF ON OFF
600 OFF ON OFF OFF
1200 OFF ON ON OFF
2400 ON OFF OFF OFF
4800 ON OFF ON OFF
9600 ON ON OFF OFF ←初期設定
19200 ON ON ON OFF
38400 OFF OFF OFF ON

データ長 No.4

7ビット OFF
8ビット ON ←初期設定

・設定スイッチ2

パリティ No.1 No.2

なし OFF OFF
ODD OFF ON
EVEN ON OFF ←初期設定

ストップビット No.3

1ビット OFF ←初期設定
2ビット ON

・設定スイッチ3

ハンドシェーク方式 No.1 No.2 No.3

ハンドシェークなし OFF OFF OFF ←初期設定
XON-DTR* OFF OFF ON
XON-RTS* OFF ON OFF
CTS-DTR OFF ON ON
CTS-RTS ON OFF OFF
＊：ボーレートが38400の場合は，ハンドシェークなし

Note
データアクイジショントソフトウエア32/データアクイジショントソフトウエア32 Plusで通信を
行うときは，「ボーレート：2400～38400bps，データ長：8ビット，パリティ：EVEN，ス
トップビット：1ビット，ハンドシェーク方式：CTS-RTS」に設定してください。

2.4　通信ケーブルの接続
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RS-232-Cケーブルの結線方式

RS-232-C通信インタフェースモジュールのRS-232-Cコネクタとパーソナルコンピュー
タを下図のように接続してください。下図は，ハードウエアハンドシェイクを行う場合の
例で示しています。他の接続方法については，DA100通信インタフェースユーザーズマ
ニュアル(IM DA100-11J)をご覧ください。

・PC-9800シリーズの場合

FG
SD
RD

CS
DR

ER

FG
SD
RD

CS
DR

ER

PC側� モジュール側�

SG SG

①�
②�
③�

⑤�
⑥�
⑳� ⑳�
⑦�

①�
②�
③�

⑤�
⑥�

⑦�

RS ④� RS④�

・�DOS/Vマシンの場合
・D-Sub25ピン ・D-Sub9ピン

FG
SD
RD

CS
DR

ER

FG
SD
RD

CS
DR

ER

PC側� モジュール側�

SG SG

①�
②�
③�

⑤�
⑥�
⑳� ⑳�
⑦�

①�
②�
③�

⑤�
⑥�

⑦�

RS ④� RS④�

SD
RD

CS
DR
ER

SD

RD

CS
DR
ER

PC側� モジュール側�

SG SG

②�
③�

⑤�

⑥�
⑳�

⑦�

②�
③�

⑤�
⑥�

⑦�

RS

④�

RS④�
⑧�

注　　意

RS-232-C通信ケーブルを接続したり，取り外したりするときは，必ずパーソナルコン
ピュータおよびデータアクイジションユニットDA100の電源をOFFにしてください。OFF
にしないと，誤動作が生じたり，内部回路が破損することがあります。

Note
耐ノイズ性能を向上させるため，下図のように通信ケーブルにフェライトコア(TDK社製
ZCAT3035-1330等)を取り付けることをお奨めします。フェライトコアは，通信ケーブルの両端
部近くの2箇所に取り付けてください。ノイズ環境が悪いときは，直列に複数個取り付けてくださ
い。また，通信ケーブルには，シールドケーブルを使用し，DA100とパーソナルコンピュータの
機能接地端子を1点接地してください。

パーソナル�
コンピュータ�

DA100
フェライトコア�

機能接地端子�

2.4　通信ケーブルの接続
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RS-422-A/RS-485の場合
●RS-422-A/RS-485モジュールの通信設定

1 2 3 4
SW1

データ長�
ボーレート�
�

ON
OFF

1 2 3 4
SW2

4線式/2線式の切り替え�
ストップビット�
パリティ�

ON
OFF

1 2 3 4
SW3

アドレス(上位)
最小応答時間�

ON
OFF

1 2 3 4
SW4

アドレス(下位)

ON
OFF

ボーレート(SW1のNo.1～3)

ボーレート No.1 No.2 No.3

300 OFF OFF ON
600 OFF ON OFF
1200 OFF ON ON
2400 ON OFF OFF
4800 ON OFF ON
9600 ON ON OFF ←初期設定
19200 ON ON ON
38400 OFF OFF OFF

データ長(SW1のNo.4)

データ長 No.4

7 OFF
8 ON　←初期設定

パリティ(SW2のNo.1～2)

パリティ No.1 No.2

なし OFF OFF
ODD OFF ON
EVEN ON OFF ←初期設定

ストップビット(SW2のNo.3)

ストップビットNo.3

1 OFF　←初期設定
2 ON

4線式/2線式の切り替え(SW2のNo.4)

4線式/2線式 No.4

4線式 OFF　←初期設定
2線式 ON

2.4　通信ケーブルの接続
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最小応答時間(SW3のNo.1～3)

最小応答時間 No.1 No.2 No.3

0ms OFF OFF OFF　←初期設定
10ms OFF OFF ON
20ms OFF ON OFF
50ms OFF ON ON
100ms ON OFF OFF

アドレス(SW3のNo.4，SW4のNo.1～4)

アドレス No.4(SW3) No.1(SW4) No.2(SW4) No.3(SW4) No.4(SW4)

1 OFF OFF OFF OFF ON　←初期設定
2 OFF OFF OFF ON OFF
3 OFF OFF OFF ON ON
4 OFF OFF ON OFF OFF
5 OFF OFF ON OFF ON
6 OFF OFF ON ON OFF
7 OFF OFF ON ON ON
8 OFF ON OFF OFF OFF
9 OFF ON OFF OFF ON
10 OFF ON OFF ON OFF
11 OFF ON OFF ON ON
12 OFF ON ON OFF OFF
13 OFF ON ON OFF ON
14 OFF ON ON ON OFF
15 OFF ON ON ON ON
16 ON OFF OFF OFF OFF
17 ON OFF OFF OFF ON
18 ON OFF OFF ON OFF
19 ON OFF OFF ON ON
20 ON OFF ON OFF OFF
21 ON OFF ON OFF ON
22 ON OFF ON ON OFF
23 ON OFF ON ON ON
24 ON ON OFF OFF OFF
25 ON ON OFF OFF ON
26 ON ON OFF ON OFF
27 ON ON OFF ON ON
28 ON ON ON OFF OFF
29 ON ON ON OFF ON
30 ON ON ON ON OFF
31 ON ON ON ON ON

●RS-422-A/RS-485ケーブルの結線方式

RS-422-A/RS-485通信インタフェースモジュールとパーソナルコンピュータの接続方
法については，DA100通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM DA100-11J)を
ご覧ください。

注　　意

RS-422-A/RS-485通信ケーブルを接続したり，取り外したりするときは，必ずパーソナ
ルコンピュータおよび本機器の電源をOFFにしてください。OFFにしないと，誤動作が生
じたり，内部回路を破損することがあります。

2.4　通信ケーブルの接続
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イーサネットモジュールの場合

1 2 3 4

ON

OFF

モードの設定�

キープアライブの設定�

常にOFF

モードの設定

ディップスイッチの設定によって，次の3つのモードを選択します。
設定モード： DA100のIPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイを設

定するモードです。
テストモード：接続状態をテストするモードです。
通信モード： ネットワークに接続して通信するモードです。パーソナルコンピュータで

DA100の測定データを読み込む場合は，このモードに設定します。

モード スイッチ1 スイッチ2

設定モード ON OFF

テストモード OFF ON

通信モード OFF OFF ←初期設定

スイッチ1とスイッチ2の両方をONにしないでください。

キープアライブの設定

キープアライブ スイッチ3

有効 ON ←初期設定

無効 OFF

Note
・実際に通信する場合，上記設定の他にIPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイ
を設定する必要があります。設定方法については別冊の取扱説明書「DA100通信インタフェース
ユーザーズマニュアル」(IM DA100-11J)をご覧ください。

2.4　通信ケーブルの接続
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2.5 拡張ケーブルの接続(DA100拡張タイプをご使用の場
合だけ)

拡張ケーブル
DA100メインユニットと，サブユニット間およびサブユニット同士の接続には，次の専用
拡張ケーブル(別売品のアクセサリ)が必要です。

品名 形名 記事

拡張ケーブル DV200-000 長さ：0.5m
拡張ケーブル DV200-001 長さ：1m
拡張ケーブル DV200-002 長さ：2m
拡張ケーブル DV200-005 長さ：5m
拡張ケーブル DV200-010 長さ：10m
拡張ケーブル DV200-020 長さ：20m
拡張ケーブル DV200-050 長さ：50m
拡張ケーブル DV200-100 長さ：100m
拡張ケーブル DV200-200 長さ：200m
拡張ケーブル DV200-300 長さ：300m
拡張ケーブル DV200-400 長さ：400m
拡張ケーブル DV200-500 長さ：500m

拡張ケーブルの接続
コネクタカバーを開き，コネクタに拡張ケーブルのプラグをカチッと音がするまで差し込
んでください。
コネクタに方向性はないのでどちらのコネクタに接続してもかまいません。また，コネク
タに拡張ケーブル両端のプラグのどちらを差し込んでもかまいません。
コネクタからプラグを抜くときは，プラグの爪を親指で押さえながら手前に引いてくださ
い。

コネクタカバー�

プラグ�
拡張ケーブル�

拡張ケーブルの取り扱い上の注意
・最高許容温度は，60℃です。
・コネクタからプラグを抜くときは，ケーブルを引っ張らずに必ずプラグを持って引き抜
いてください。そうしないと，信号線が切断される恐れがあります。

・拡張ケーブルをダクトや金属管などに通すときは，プラグの爪折れ防止のために，テー
プを巻き付ける，カバーするなどの対策を施してください。

・コネクタやプラグに力がかからないようにケーブルを固定してください。
・断線などを防止するため，ケーブルに70N以上の張力がかからなようにしてください。
また，ケーブルは，半径3cm以下で曲げないようにしてください。

・配線するときの環境については，「2.9 ノイズ対策について」(2-29ページ)を参照にし
てください。

Note
サブユニットを複数接続していて，サブユニットの電源をON/OFFすると，電源をOFFしたサブユ
ニットより末端側に接続されたサブユニットが一時的に認識されなくなります。
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2.6 信号線の接続

警　　告

●感電防止のため，電源の供給元がOFFになっていることを確認してから
接続してください。

●アラーム出力モジュールまたはDI/DOモジュールの出力端子に30VAC/
60VDC以上の電圧がかかる場合，30VAC/60VDC以上の電圧がかかる
信号線には2重絶縁線(耐電圧性能2300VAC以上)，その他の信号線には
基礎絶縁線(耐電圧性能1350VAC以上)を使用してください。端子には絶
縁被覆付き圧着端子(4mmねじ用)を使用し，圧着端子は，緩んでも抜けな
い丸形をご使用ください。また，圧着端子は電線のサイズにあったものを
使用し，圧着時に使用する工具は圧着端子の指定工具を使用してくださ
い。なお，感電防止のため，端子に配線したあと，端子カバーを必ず取り
付け，端子に手で触れないようにしてください。

注　　意

●各モジュールの各端子に以下の値を超えた入力を加えないでください。内
部回路が損傷することがあります。
・許容入力電圧
ユニバーサル，DCV/TC/DI入力またはディジタル入力モジュール
2VDCレンジ以下，熱電対，測温抵抗体，DI(CONT)：±10VDC
6VDCレンジ以上，DI(LEVEL)：±60VDC
mA入力モジュール：5VDC
ひずみ入力モジュール：電圧印加不可
パルス入力モジュール：5VDC
DI/DOモジュール：－2～7VDC

・最大コモンモードノイズ電圧
ユニバーサル，DCV/TC/DI入力，ディジタル入力，mA入力モジュー
ル：250VACrms(50/60Hz)

●DI/DOまたはアラーム出力モジュールの出力接点容量は，250VDC/
0.1A(抵抗負荷)，250VAC/2A(抵抗負荷)，30VDC/2A(抵抗負荷)で
す。フェイル出力は，システム異常検出時に非励磁になります。

●入力モジュールの過電圧カテゴリーは，CAT Ⅱ(IEC 1010-1)です。
●クランプ式端子の場合，信号線には断面積が以下のものを使用してくださ
い。
単線 0.14～2.5mm2

撚線 0.14～1.5mm2

AWG 26～14
●伝送出力端子に外部から電圧または電流を印加しないでください。本機器
が損傷する恐れがあります。

●伝送出力モジュールの出力を動作制御用の制御信号に使用しないでくださ
い。
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接続方法
1. DA100/DS400/DS600の電源スイッチがOFFであることを確認します。
2. モジュールの端子カバーを外します。

端子カバー�

端子カバー�
取り付けねじ�

3. 次のページの結線図に従って，信号線を端子に配線します。
4. 端子カバーを取り付けねじで固定します。

Note
・信号入出力で外部接続する装置は，IEC(CSA)950およびIEC(CSA)1010に適合した装置にして
ください。また，信号線は，IEC(CSA)に適合したケーブルを使用してください。

・熱電対入力で，内部基準接点補償を行うときは，端子部の温度が安定するように，「端子カバーを
必ず取り付ける，外気温が変化しないようにする，放熱効果の大きい太い線(断面積0.5mm2以上)
は使用しない」などの配慮が必要です。

・ノイズ防止のため，各ユニットの機能接地端子(電源接続部の下)は，必ず接地してください。
・接続した入力信号線を他の機器に並列に接続すると，測定値に影響を与えます。やむを得ず並列
接続するときは，「各機器の接地は同一点にする，バーンアウト設定をしない，運転中に他の機
器のON/OFFを行わない」などの配慮が必要です。

・通信入力チャネルの値を伝送出力モジュールから出力中に通信不良が発生した場合，通信不良が
起こる直前に出力されていた値が出力され続けます。

・電源をONしたあとや伝送出力または入力チャネルの設定を変更した後，伝送出力の出力値が安
定するのに測定周期の2倍程度の時間(2回測定する時間)を必要とする場合があります。

・演算エラーやバーンアウトが発生した場合は，セットアップモードの設定に従って＋オーバー，
－オーバーに対応した電圧または電流が出力されます。

・ユニバーサル入力モジュール，DCV/TC/DI入力モジュールでバーンアウトを検出するのに最大
2.5秒かかることがあります。この間，伝送出力モジュールから出力される値は不定になります。

2.6　信号線の接続
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入力信号線の配線(ユニバーサル入力モジュール，DCV/TC/DIモジュール，ディジタル入力モ
ジュール)

端子図

ねじ端子の場合� クランプ端子の場合*2

＋�－�

ABb

直流電圧・�
熱電対・接点(DI)

測温抵抗体*1

＋�
－�

A�
B�
b

CH1

CH2

CH10

CH1CH2

CH3CH4

CH9CH10

＊1 DCV/TC/DIモジュール，�
 ディジタル入力モジュール�
 では，測温抵抗体の入力端�
 子はありません。�
�
＊2 ディジタル入力モジュール�
 にクランプ端子はありません�
�

結線図

直流電圧入力�

＋�

－�

＋�

－�

＋�－�

－� ＋�

補償導線�

直流電流入力�

シャント抵抗�
(例)  4～20mAの入力に対しては，�
       シャント抵抗は250Ω±0.1%�
       のものを使用します。�

各リード線の抵抗を10Ω以下*，�
各リード線の抵抗値を等しくする。�

直流電流入力�

測温抵抗体入力�熱電対入力�

直流電圧入力およびDI(接点)入力�
＋�－�

Ab
B

＊ Pt100Ωの場合。Pt50Ωの場合�
 は5Ω以下，Cu10Ωの場合は1Ω�
 以下。�

ABb

直流電流入力信号線の配線(mA入力モジュール)
端子図 結線図
ねじ端子の場合� クランプ端子の場合�

＋�－�

＋�
－�

CH1

CH2

CH10

CH1CH2

CH3CH4

CH9CH10

直流電流入力�

＋�

－�

＋�－�

2.6　信号線の接続
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ひずみ入力信号線の配線(ひずみ入力モジュール)
センサ線のないひずみゲージやブリッジボックスを使用する場合，別売のひずみ変換ケー
ブル(DV450-001)をご使用ください。
端子図

CH2

CH3

CH5

CH7

CH9

CH1

CH4

CH6

CH8

CH10

ジャンパー設定スイッチ�

CH1

CH3

CH5

CH7

CH9

CH2

CH4

CH6

CH8

CH10

ブリッジ抵抗内蔵モジュール� ブリッジ抵抗外付けモジュール�

NDI端子�

結線図

・1ゲージ法

ジャンパー設定スイッチ�

ONOFF

No.1
No.2
No.3
No.4
No.5

A(+)

B(L)

C(-V)

D(H)

1 2 3 4

5 6 7 8

DU500-12/DU500-13 DU500-14

E

e

Rg

R

R

R

Rg

No.1�
ON

No.2�
ON

No.3�
ON

No.4�
OFF

No.5�
OFF

Rg

R：固定抵抗�
r：リード線の抵抗値�
Rg：ひずみゲージの抵抗値�
e：ブリッジからの出力電圧�
E：ブリッジの印加電圧�

・1ゲージ3線法

R R

RRg

r

r

r
E

e

�

�

�

�

R：固定抵抗�
r：リード線の抵抗値�
Rg：ひずみゲージの抵抗値�
e：ブリッジからの出力電圧�
E：ブリッジの印加電圧�

2.6　信号線の接続
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ジャンパー設定スイッチ�

ONOFF

No.1
No.2
No.3
No.4
No.5

A(+)

B(L)

C(-V)

D(H)

DU500-12/DU500-13 DU500-14

No.1�
ON

No.2�
ON

No.3�
OFF

No.4�
ON

No.5�
OFF

Rg
1 2 3 4

5 6 7 8

・隣辺2ゲージ法

ジャンパー設定スイッチ�

ONOFF

No.1
No.2
No.3
No.4
No.5

A(+)

B(L)

C(-V)

D(H)

DU500-12/DU500-13 DU500-14

No.1�
ON

No.2�
ON

No.3�
OFF

No.4�
OFF

No.5�
ON

1 2 3 4

5 6 7 8

Rg1
Rg2

RR

E

e
Rg1

Rg2

Rg2Rg1

Rg1

Rg2

R：固定抵抗�
r：リード線の抵抗値�
Rg：ひずみゲージの抵抗値�
e：ブリッジからの出力電圧�
E：ブリッジの印加電圧�

・対辺2ゲージ法

ジャンパー設定スイッチ�

ONOFF

No.1
No.2
No.3
No.4
No.5

A(+)

B(L)

C(-V)

D(H)

DU500-12/DU500-13 DU500-14

No.1�
ON

No.2�
OFF

No.3�
ON

No.4�
OFF

No.5�
ON

Rg1

Rg2

R

R

Rg2

Rg1

E

e

Rg1

Rg2

R：固定抵抗�
r：リード線の抵抗値�
Rg：ひずみゲージの抵抗値�
e：ブリッジからの出力電圧�
E：ブリッジの印加電圧�

319300は対辺2ゲージ法には�
対応していません。�

2.6　信号線の接続
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・4ゲージ法

ジャンパー設定スイッチ�

ONOFF

No.1
No.2
No.3
No.4
No.5

A(+)

B(L)

C(-V)

D(H)

DU500-12/DU500-13 DU500-14

No.1�
OFF

No.2�
OFF

No.3�
OFF

No.4�
OFF

No.5�
ON

1 2 3 4

5 6 7 8

Rg2Rg1

Rg3Rg4

Rg1

Rg2

Rg4

Rg1 Rg2

Rg3

E

e

Rg1，Rg3

Rg2，Rg4

Rg1

Rg3

Rg1

Rg3 Rg4

Rg2

Rg1，Rg2 Rg3，Rg4

Rg3

Rg4

R：固定抵抗�
r：リード線の抵抗値�
Rg：ひずみゲージの抵抗値�
e：ブリッジからの出力電圧�
E：ブリッジの印加電圧�

パルス入力信号線の配線(パルス入力モジュール)

- + - +

オープンコレクタ�
TTLオープンコレクタ�

接点�

CH1
CH2
CH3
CH4

CH1
CH2
CH3
CH4

アラーム出力信号線の配線(DI/DOモジュール，アラーム出力モジュール)
端子図

・DT100-11の場合 ・DT200-11の場合 ・DT200-21の場合

NO C NC

フェイル出力(C接点)

REM

CHART

FAIL

ALM1

ALM2

NO
●

NO
●

1
●

3
●

5
●

7
●

9
●

11
●

NO
●

NO
●

C
●

C
●

C
●

C
●

C
●

C
●

C
●

C
●

C
●

C
●

NC
●

NC
●

2
●

4
●

6
●

8
●

10
●

12
●

NC
●

NC
●

DA100では使用不可�

リモート制御信号入力�
(12点)：付加仕様/M1付�
きの場合のみ使用可能�

端子配列�

1

2
アラーム�
出力(C接点)

NO C

1
2

4

NC

3

アラーム�
出力(C接点)

アラーム�
出力(C接点)

NO C

1
2

10

アラーム�
出力(A接点)

2.6　信号線の接続
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伝送出力信号線の配線(伝送出力モジュール)
異常データの処理

伝送出力モジュールのディップスイッチで，測定値，演算値，通信入力値が異常な場合の
出力値を設定できます。

出力の種類 出力値 SW1 SW2 SW3

約0V(0.05V以下)または ZERO OFF OFF －
約0mA(0.15mA以下)

－5％ －OVER ON OFF －
(0.8Vまたは3.2mA)

＋110％ ＋OVER OFF ON －
(5.4Vまたは21.6mA)

異常データ発生の直前値 前回値 ON ON －

次のような場合に異常データとして処理されます。
・拡張タイプのメインユニットの電源がONからOFFになった場合
・伝送出力している測定チャネルが伝送出力中に以下の状態になった場合
伝送出力している測定チャネルのモジュールがユニットから外されたとき
伝送出力している測定チャネルが装着されているユニットの電源がONからOFFになっ
たとき
伝送出力している測定チャネルが装着されているユニットの拡張ケーブルが外されたと
き

端子図

・DT500-11の場合 ・DT500-21の場合

CH 1

- +

CH 2
CH 3
CH 4
CH 5
CH 6
CH 7
CH 8
CH 9
CH 10

- +

CH 1

SW1 SW3

ON
OFF

SW2

CH 2

2.6　信号線の接続
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パワーモニタモジュールの信号線の配線

警　　告

・危険防止のため，測定用導線を接続する前には，必ず保護設置を行ってく
ださい。

・測定対象を接続する場合は，必ず測定対象の電源をOFFにしてくださ
い。測定対象の電源をONにしたままの状態で，接続用導線を接続した
り，切り離したりすることは大変危険です。

・電圧入力端子に電流回路を接続しないように，また電流入力端子に電圧回
路を接続しないように充分注意してください。誤接続は，被測定回路・機
器や本器の損傷の原因となるばかりでなく，人体に傷害を与える危険があ
ります。

・電圧入力端子と電流入力端子にはヒューズが内蔵されていません。必ず，
接続用導線上ににヒューズを接続してください。ヒューズは，測定電圧お
よび電流がAC入力モジュールの定格を超えないものをご使用ください。
パワーモニタモジュールの連続印加最大電圧電流

電圧：250Vrms 電流：5Arms
・感電防止のため，端子に配線したあと，端子カバーを必ず取り付け，端子
に手を触れないようにしてください。

注　　意

・結線に使用する接続用導線には，測定する電圧および電流に対して，耐電
圧，電流容量ともに充分余裕があり使用定格に適した二重絶縁線を使用し
てください。

・測定用導線が端子からはずれないように，配線押さえに必ず固定してくだ
さい。確実に配線押さえで固定するために，配線は，断面積0 . 2～
2.5mm2(AW14～25)のものをご使用ください。

・設置カテゴリ(過電圧カテゴリ)CATIIの製品です。

端子図

V1

I1

V1�

I1�

V2�

I2�

V3�

I3�

�

配線押さえ�

単相用� 3相用�

配線押さえ�

配線押さえ�
9mm

・むき線部の長さは9mmにしてください。�
・必ず配線押さえで配線を固定してください。�
・配線押さえねじの推奨締め付けトルク�
　0.4～0.5Nmです。�

2.6　信号線の接続
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結線図

・単相2線式

LOAD
V

±

V

A
±A

SOURCE

SOURCE LOAD

FUSE

FUSE

A1

V1

・単相3線式(3線式用パワーモニタモジュールだけ)

SOURCE

LOAD

V

A

±

±A

V

V

±

V
A

±A

1

3

1

3

N

SOURCE LOAD

N

FUSE FUSE

FUSE

A1

V1

A3

V3FUSE

・3相3線式(2電圧/2電流測定　3線式用パワーモニタモジュールだけ)

SOURCE

LOAD

A
±A

±

A
A

1

3

V
±

V

V
V

3

1

R

ST

±

SOURCE LOAD

S

T

R

FUSE FUSE

FUSE

A1

V1

A3

V3FUSE

・3相3線式(3電圧/3電流測定　3線式用パワーモニタモジュールだけ)

SOURCE

LOAD

A
±A

A
±A

1

3

R

ST
V

±

V
1

±
V

V
3

±
V

V

2

A
±A

2

SOURCE LOAD

S

T

R

FUSE FUSE

FUSE

A1

V1

A2

V2FUSE

FUSE

A3

V3FUSE

・3相4線式(3線式用パワーモニタモジュールだけ)

SOURCE

LOAD

A
±A

A
±A

1

3

R

ST

V
±

V
1

±
V

V
3

±
V

V
2

A
±A

2

N

LOADSOURCE

S
R

T
N

A1

V1

A2

V2

A3

V3FUSEFUSEFUSE

FUSEFUSEFUSE

2.6　信号線の接続
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2.7 エクステンダモジュール/エクステンダベースを接続
する

エクステンダモジュールとエクステンダベースを使用する使用することにより，入力モ
ジュールをユニットから離れたところに設置できます。エクステンダモジュール，エクス
テンダベースにはユニットから電源供給されるため，近くに伝のない場所にも設置できま
す。

エクステンダベースの設置方法

警　　告

●火災防止のため，エクステンダベースは立てて使用し，モジュールの上部
は塞がない(少なくとも3cmの隙間が必要)でください。

●周囲温度および周囲湿度

次の環境下で使用してください。
・周囲温度：－10～60℃
・周囲湿度：－10～40℃のとき，20～80％RH

　40～50℃のとき，10～50％RH
　50～60℃のとき，5～30％RH
ただし，結露のない状態で使用してください。

Note
温度，湿度の低い場所から高い場所に移動したり，急激な温度変化があると，結露することがあり
ます。また，熱電対入力のときは，測定誤差を生じます。このようなときは，周囲の環境に1時間
以上慣らしてから使用してください。

●次のような場所には設置しないでください

・直射日光の当たる場所や熱発生源の近く ・高電圧機器や動力線の近く
・油煙，湯気，ほこり，腐食性ガスなどの多い場所 ・機械的振動の多い場所
・強電磁界発生源の近く ・不安定な場所

ディスクトップでの使用，床置き

エクステンダベースに付属の脚を下図のようにねじ(付属品　M4長さ16mm)2本で固定
し，垂直に置きます。
配線した状態で倒れる可能性があるときは，脚部の通し穴(Ｍ4用)を利用し，脚部を付属の
4本のねじ(M4　長さ12mm)等で固定してください。

パネル直付け

下図に従って，エクステンダベースの4カ所を付属のねじ(M4　長さ12mm)で固定してく
ださい。

M4 x 16mm
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●エクステンダモジュールとエクステンダベースを接続する
エクステンダモジュールまたはエクステンダベースを接続する場合は，必ずユニットの電
源をOFFにしてください。ユニットの電源をONにしたままで接続すると，モジュールを
認識できなくなることがあります。このような場合は，一度ユニットの電源をOFFにして
ください。
エクステンダモジュールをユニットに装着します。拡張タイプのDA本体には装着できま
せん。エクステンダモジュールは1台のユニット1個装着できます。エクステンダモジュー
ルとエクステンダベースを拡張ケーブルで接続します。1つのエクステンダモジュールに
最大3個のエクステンダベースを接続できます。ただし，ユニットに装着されているモ
ジュールとエクステンダベースの合計が，ユニットの装着可能モジュール数(DS400の場
合4，DS600の場合6)を超えて接続できません。
エクステンダベースには，ユニバーサル入力10chモジュール(DU100-11/DU100-12)と
DCV/TC/DI10chモジュール(DU200-11/DU200-12)を装着できます。

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

POWER

STATUS

100-240V  50/60Hz  70VA  MAX

SUB  UNIT

EXTENDER I/F

I/F

POWER ADDRESS TERMN

ON
OFF

I/F

1

2 3 4
5

6

789
0

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

POWER ADDRESS TERMN

ON
OFF

I/F

1

2 3 4
5

6

789
0

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH10

b -/B +/A

エクステンダモジュール(DV100-011)

サブユニット�
(DS400/DS600)

拡張ケーブル�
拡張ケーブル�

ユニバーサル入力10chモジュール�
(DU100-11/DU100-12)または�
DCV/TC/DI10chモジュール�
(DU200-11，DU200-12)

エクステンダベース(DV100-012)

末端のエクステンダベースの終端子ON/OFF�
スイッチはONに設定�

スロット番号設定スイッチモジュールの装着さ�
れているスロット番号と重ならないように設定�
�

●接続長さ

エクステンダモジュールから末端のエクステンダベースまで最長30mまで接続できます。

●終端スイッチの設定

拡張ケーブルで接続した末端のエクステンダベースの終端スイッチをONに設定します。
他のエクステンダベースはOFFに設定してください。

●スロット番号の設定

エクステンダベースのスロット番号設定スイッチをモジュールが装着されていないスロッ
トの番号に設定します。エクステンダモジュールが装着されているスロット番号も設定で
きます。以下に設定番号と対応するスロットの位置，チャネル番号の関係を示します。

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

設定値1�
X01～X10

設定値2�
X11～X20

設定値3�
X21～X30

設定値4�
X31～X40

設定値5�
X41～X50

設定値6�
X51～X60 チャネル番号�

X：ユニット番号�

エクステンダベースの�
スロット番号設定スイッチ�

2.7　エクステンダモジュール/エクステンダベースを接続する
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2.8 電源の接続とON/OFF

付属品の電源コードを使う場合
次の警告をを守らないと，感電の危険や機器を損傷する恐れがあります。

警　　告

●供給側の電圧がDA100/DS400/DS600の定格電源電圧に合っているこ
とを確認してから，電源コードを接続してください。

●DA100/DS400/DS600の電源スイッチがOFFになっていることを確認
してから，電源コードを接続してください。

●感電や火災防止のため，電源コードは，必ず当社が供給したDA100/
DS400/DS600用のものをご使用ください。

●感電防止のため必ず保護接地を行ってください。DA100/DS400/
DS600の電源コードは，保護接地端子のある3極電源コンセントに接続
してください。やむを得ず，2極電源コンセントに接続するときは，付属
の3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使用可)を使用して，電源コンセ
ントの保護接地端子に変換アダプタの接地線を確実に接続してください。
また，電源接続部の下にある機能接地端子は，保護接地端子として使用し
ないでください。

●保護接地線のない延長用コードを使用しないでください。保護動作が無効
になります。

接続方法

1. DA100/DS400/DS600の電源スイッチがOFFであることを確認します。
2. DA100/DS400/DS600の電源コネクタに，付属品の電源コードのプラグを接続します。
3. 下記の条件を満たす電源コンセントに，電源コードのもう一方のプラグを接続します。
電源コンセントは保護接地端子を備えた3極コンセントを使用してください。やむを得
ず2極コンセントを使用するときは，付属品の3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使
用可)を使用して，アダプタから出ている緑色のアース線を必ず電源コンセントの保護
接地端子に接続してください。
なお，不要電波を軽減するため，下図のように，電源コードのプラグの近傍にクランプ
フィルタ(付属品)を取り付けてください。クランプフィルタを取り付けるときは，電源
コードでループを作って，挟み込んでください。
定格電源電圧：100～240VAC(フリー電源)，使用電源電圧範囲：90～250VAC
定格電源周波数：50/60Hz
消費電力：DA100スタンドアロンタイプ(接続可能モジュール6個実装時)…最大約

55VA(100VAC入力時)/ 最大約70VA(240VAC入力時)
DA100拡張タイプ(接続可能モジュール4個実装時)…最大約45VA(100V
AC入力時)/ 最大約55VA(240VAC入力時)
サブユニットDS400(接続可能入/出力モジュール4個実装時)…最大約45VA
(100VAC入力時)/ 最大約55VA(240VAC入力時)
サブユニットDS600(接続可能入/出力モジュール6個実装時)…最大約55VA
(100VAC入力時)/ 最大約70VA(240VAC入力時)

電源スイッチ� 電源コネクタ�

ステータスランプ�

クランプフィルタ(付属品：A1179MN)

電源コード�
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ねじ端子に電線を接続する場合
次の警告を守らないと，感電の危険や機器を損傷する恐れがあります。

警　　告

●感電防止のため，電源の供給元がOFFになっていることを確認してから
接続してください。

●火災防止のため，AC電源の電線には，600Vビニル絶縁電線(JIS C
3307)と同等以上の性能のもの(2重絶縁線)をご使用ください。

●ねじ端子にAC電源を接続するタイプのユニットは，必ずパネル直付けで
ご使用ください。床置きやラックマウント等での使用は大変危険です。

●電源投入前に保護接地端子は，必ず接地してください。また，電源接続部
の下にある機能接地端子は，保護接地端子として使用しないでください。

●AC電源配線および保護接地配線には，絶縁スリーブ圧着端子(4mmねじ
用)を使用してください。圧着端子は，緩んでも抜けない丸形をご使用く
ださい。また，圧着端子は電線のサイズにあったものを使用し，圧着時に
使用する工具は圧着端子の指定工具を使用してください。

●感電防止のため，ねじ端子に電線を接続したあと，端子に手で触れないよ
うにしてください。

接続方法

1. DA100/DS400/DS600の電源スイッチがOFFであることを確認します。
2.保護カバーを固定しているねじを緩め，保護カバーを持ち上げます。
3.電線コードと保護接地コードを電源端子に配線します。
4.保護カバーを閉じて，ねじで固定します。
なお，不要電波を軽減するため，電源コードの端子の近傍にクランプフィルタ(付属品)を
取り付けてください。クランプフィルタを取り付けるときは，電源コードでループを作っ
て，挟み込んでください。

L
N

保護接地コード�
電源コード�

保護カバー�

電源端子部�

保護カバー固定ねじ�

電源のON/OFF
電源スイッチの「｜」側を押すとON，「◯」側を押すとOFFになります。
ONにすると，ステータスランプ(前ページの図参照)が点灯します。

Note
・電源をONにする前に，各ユニットが正しく設置されているか，また電源コードが正しく接続さ
れているかを確認してください。

・電源スイッチをONにしても，ステータスランプが点灯しないときは，電源スイッチをOFFした
後，次のことを確認してください。確認後，電源をONにしても変わらないときは，故障と思わ
れます。裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)に修理をお申し付けください。
・電源コードが確実に接続されているか
・電源電圧が前ページに記載の使用電源電圧範囲内にあるか

・電源スイッチをONにしたときに，ステータスランプが1秒間隔で点滅しているときは，通信モ
ジュールがDA100に正しく装着されていません。通信モジュールの装着をご確認ください。ス
テータスランプが他の時間間隔で点滅しているときは，内部で動作エラーが発生しています。電
源スイッチをOFFした後，前項と同様な確認を行ってください。確認後，電源をONにしても変
わらないときは，故障と思われます。裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)に修理
をお申し付けください。

・拡張タイプで，サブユニットを複数接続していて，サブユニットの電源をON/OFFすると，電源
をOFFしたサブユニットより末端側に接続されたサブユニットが一時的に認識されなくなります。

2.8　電源の接続とON/OFF
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2.8　電源の接続とON/OFF

● DA100/DS400/DS600(DC電源端子用コネクタを使用する場合)

電源電圧仕様が-2の製品にだけ適応します。

次の警告を守らないと，感電の危険や機器を損傷する恐れがあります。

警　　告

●感電防止のため，電源の供給元がOFFになっていることを確認してから接
続してください。

●火災防止のため，電線には，断面積0.3mm2(22AWG)以上のものをご使用
ください。

注　　意

●DA100/DS400/DS600は＋と－を逆に接続すると，本体内蔵のヒュー
ズが切れてしまいます(このヒューズはお客様では交換できません。交換
にはサービスが必要です)。＋と－を逆に接続する可能性がある場合は，
配線経路に下記の定格のヒューズを挿入してご使用ください。下記の
ヒューズを挿入すると，本体内蔵ヒューズは切れにくくなります。
ヒューズ : 250V/T2.5A～T4A(タイムラグ)，20mmガラス管ヒューズ，

I2t＝12.5～32
(推奨：A1350EF(250V/T2.5A，I2t＝12.5：SCHURTER：
FST0034.3121))

・接続方法

1.電源スイッチがOFFであることを確認します。
2.電線とDA100/DS400/DS600に付属のDC電源端子用コネクタ(部品番号A1105JC)
を接続します。電線は断面積0.3mm2(22AWG)以上のものを使用してください。

2
1

はんだづけ�

－(0VDC)

＋(10～32VDC)

DA100/DS400/DS600
定格電源電圧：12～28VDC
DC電源使用電圧範囲：10～32VDC
消費電力：最大約25VA

・DA100/DS400/DS600：DC電源モデル�

DC電源端子用�
コネクタ�

DC電源端子�
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2.8　電源の接続とON/OFF

● DA100/DS400/DS600(オプションのACアダプタを使用する場合)

電源電圧仕様が-2の製品にオプションのACアダプタを使用する場合だけ適応します。

次の警告を守らないと，感電の危険や機器を損傷する恐れがあります。

警　　告

●感電防止のため，電源の供給元がOFFになっていることを確認してから接
続してください。

●電源コードは，当社が供給した本機器用のものをご使用ください。
●供給側の電圧がACアダプタの定格電源電圧に合っていることを確認して
から，電源コードを接続してください。

●長期間使用しない場合は，ACアダプタの電源コードをACコンセントから
抜いてください。

●当社製ACアダプタ(形名：DV500-001)以外は使用しないでください。
●ACアダプタや電源コードの上に物を乗せたり，発熱物が触れないように
注意してください。

●電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは，コードを引っ
張らずに必ずプラグを持って引き抜いてください。電源コードが傷んだと
きは，お買い求め先にご連絡ください。

・接続方法

1.電源スイッチがOFFであることを確認します。
2.付属品のACアダプタを，DA100/DS400/DS600のDC電源端子に接続します。
3.ACアダプタに付属のACアダプタ用電源コードのプラグを，ACアダプタの電源コネ
クタに接続します。

4.下記の条件を満たす電源コンセントに，ACアダプタ用電源コードのもう一方のプラ
グを接続します。

定格電源電圧：100～240VAC
使用電源電圧範囲：90～250VAC
定格電源周波数：50/60Hz
消費電力：最大90VA
ACアダプタ定格出力電圧：12VDC
ACアダプタ定格最大出力電流：2.6A

DC電源端子�

ACアダプタ�

ACアダプタ用�
電源コード�

・DA100/DS400/DS600：DC電源モデル�

ACアダプタの�
電源コネクタ�

●機能接地について

ACアダプタを使用する場合，本機器の機能接地端子を大地GNDに接続すると，ノイズが
軽減させることがあります。必要に応じて，機能接地端子を使用してください。
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2.9 ノイズ対策について

ノイズ源の種類と性質
●商用電源

ノイズ成分として50Hzと60Hz両方を考慮する必要があります。
電源ラインは，サイリスタやインバータの使用環境下では，｢エネルギー供給｣という本
来の機能以外に，｢各種ノイズの発生源｣になっていることに注意する必要があります。

●サイリスタ(SCR)

サイリスタは，商用電源を位相角制御によってON/OFF変調して電力を制御するのに使
用されています。

50Hz�
or�
60Hz

*

負
荷�

*ヒータなど�

ノイズ�

位相角�

電流�

電圧�

サイリスタ波形�

サイリスタ�
ユニット�

サイリスタのON/OFF時に，商用電源に1μs程度のパルスノイズが重畳されます。した
がって，
サイリスタノイズ＝商用電源＋パルスノイズ

となります。

●インバータ

モータなどを駆動する場合，商用電源を整流器で直流に変換(整流器としてサイリスタ
を用いて，直流を安定化する場合もある)した後，インバータで任意の周波数(数10Hz～
数100Hz)の交流に変換します。駆動する負荷が蛍光灯などの場合は，数10kHzの交流
に変換します。このようなとき，
インバータノイズ＝商用電源＋パルスノイズ(高密度)＋低周波可変周波数ノイズ

となります。サイリスタに比較して，パルスノイズの密度が高く，それに加えて可変周
波数ノイズが存在するために対策が困難です。

商用電源� 整流器出力� 直流出力� インバータ出力�

商用電源�
整流器� 直流フィルタ� インバータ� モータ�

インバータの原理�
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●リレー

リレーは，警報出力や温度調節計出力を増幅する場合などによく利用されますが，コイ
ルのインダクタンスによってOFF時に逆起電力が発生し，この逆起電力がノイズになり
ます。リレーを駆動する接点のチャタリングなどにより，ノイズの周波数成分は数10k
～数100kHz程度です。バースト的にノイズが発生する場合が多く，エネルギー的に高
くなる点に特に注意が必要です。

●トランシーバ

大型のプラントなどでは，現場と計器室の間の連絡のためにトランシーバがよく使われ
ますが，このトランシーバもノイズ発生源になります。日本電気計測器工業会のW/Gの
推奨は，27MHz帯のトランシーバですが，より小型の140MHz帯，470MHz帯のトラ
ンシーバがしばしば利用されます。

●ノイズシミュレータ

パルスノイズ(サイリスタノイズが主)に対する耐力をテストするために，しばしばノイ
ズシミュレータが利用されます。試験用ノイズとしては，0.8μs，1kV程度が電源同期
で使われます。DA100をパルスノイズ試験中の機器の測定に用いるときにも，ノイズ
対策が必要です。

ノイズの伝播経路について
ノイズの伝播の経路としては，次の3種が挙げられます。
・伝導 ：電源ライン，入力配線などから伝わる。
・静電誘導：配線間，機器間の静電容量から漏れる。
・電磁誘導：入力配線などのループが交流磁界を検出する。
実際には，この3種は独立ではなく，組み合わされてDA100にノイズを伝播し，トラブ
ルを発生させます。
伝播経路ごとのノイズの例を，次に示します。
・伝導 ：インバータノイズ，リレーノイズ，サイリスタノイズ，パワートランジスタ

の表面温度測定に起因するノイズ。
・静電誘導：オーディオ機器のハムノイズなどの商用電源ノイズ，リレーノイズ
・電磁誘導：電源トランス，モータからの漏洩磁束，高周波加熱炉の加熱用磁界，発電機

の回転磁界(Cu100Ω)

実際例に対応した伝播経路の例を次ページに示します。

2.9　ノイズ対策について
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高周波誘導炉での温度測定の例

ノイズ対策：基本編
●ノイズ対策の基本(その1)　一コモンモードノイズとノーマルモードノイズ一

信号源抵抗�

R1

R2 ENM

H

L

ノーマルモードノイズ�

信号電圧 E

Z2 Z1

ECM
コモンモードノイズ�

Z3 i2 i1

EO�

＋�

EONM

信号成分�

ノーマルモード�
ノイズ成分�

出力�

ケース�

回路コモン�

フローティング�
アンプ�

・コモンモードノイズ(ECM)
信号源と測定器の接地間に発生するノイズで，人力端子H，Lの双方に同相で印加さ
れるので，同相電圧とも呼ばれます。

・ノーマルモードノイズ(ENM)
信号電圧に重畳されている望ましくないノイズで，入力端子H，Lの間の電圧のため
線間電圧，または信号電圧と直列のためシリーズモード電圧とも呼ばれます。

2.9　ノイズ対策について
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前ページの図の例では，コモンモード電圧ECMのために，対地インピーダンスZ1，Z2と
結合インピーダンスZ3を通して，ノイズ電流i1，i2が流れ，入力端子H，L間にノーマル
モードノイズENMが発生しています。このように，コモンモードノイズがノーマルモー
ドノイズに変換されます。
通常アンプには，内部にノイズフィルタ機能があり，出力Eoではノーマルモードノイズ
が除去されます。
以下に，コモンモード除去比(CMRR)とノーマルモード除去比(NMRR)の定義を示しま
す。

・コモンモード除去比 (CMRR)＝20Log
Eo

EC M

(dB)

コモンモード除去比(CMRR)は，実際には，出力のコモンモードノイズによる誤差と
コモンモードノイズとの比で表されるので，次式に示すノーマルモード除去比
(NMRR)を含んだ値となります。

・ノーマルモード除去比 (NMRR)＝20Log
Eo

EN M

(dB)

ノーマルモード除去比(NMRR)とは，ノーマルモードノイズによって出力にあらわれ
る影響(ノーマルモードノイズ成分：ENM)をどの程度除去できるかを示す値です。

●ノイズ対策の基本(その2)　一低インピーダンス化と高インピーダンス化一

ノイズ対策の基本(その1)で説明したように，コモンモードノイズがノーマルモードノ
イズに変換され，測定出力に誤差を与えるので，ノイズ対策の基本は，さまざまな形で
与えられるコモンモードノイズがノーマルモードノイズへ変換されるのをいかに防ぐか
ということにあります。
ノイズ対策の基本(その1)の図から，ノーマルモードノイズを小さくするためには，配
線抵抗も含め，信号源抵抗R1，R2を小さくすることやコモンモード電圧ECMとの結合イ
ンピーダンスを大きくする(ノイズ源と絶縁する)ことが重要です。
ところで，前述では，コモンモードノイズはすでに与えられているものとして話を進め
てきましたが，コモンモードノイズは，実際には下図のように接地抵抗のために発生し
ている場合が多くあります。

信号源� DA100

H

L

1点接地�

接地抵抗とECM

地電流�

このような場合には，破線で示すように1点接地を行い，信号源とDA100の等電位化を
図り，コモンモードノイズを除去することがノイズ対策の基本となります。

DA100自身におけるノイズ対策
●パルス幅変調方式A/D変換器(PWM方式A/D)

DA100では，帰還形パルス幅変調方式A/D変換器を使用しています。次の特長があり
ます，
・フィードバック効果によって，直線性，安定性が良い
・積分形A/D変換器なので，ノイズ除去効果が非常に優れている
積分時間とノイズの周期が等しければ，斜線部分の十側と一側は打ち消しあって平均値
がゼロとなります。

2.9　ノイズ対策について
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相殺される�

積分時間�

直流電圧(平均値)

入力電圧(瞬間値)

通常は，積分時間を商用電源にあわせて20ms(50Hz)または，16.7ms(60Hz)のいずれ
かに選択するようになっていますが，DA100では，さらに優れたノイズ除去効果を実
現するために，100ms積分モードを追加しています。ただし，100msに設定したとき
は，20ms(50Hz)/16.7ms(60Hz)のときに比べ，最短測定周期が長くなります。
PWM方式A/Dでは，積分効果によって
・積分時間の逆数で決まる周波数とその整数倍の周波数成分を除去する機能
・積分時問の逆数に比例したカットオフ周波数を持つ1次遅れフィルタとしての機能
の2つの機能を持ちます。16.7ms，20ms，100msの各場合について比較すると

積分時間 除去周波数 カットオフ周波数 備考

16.7ms n×60Hz 約19Hz 60Hz専用
20.0ms n×50Hz 約16Hz 50Hz専用
100.0ms n×10Hz 約3.2Hz 50Hz/60Hz両用

n＝1，2，3…
となり，100.0ms積分の場合は，50Hz/60Hz両用となるばかりでなく1次遅れフィルタ
としてのカットオフ周波数も低くなり，ノイズ除去能力が向上していることが解ります。
下図に，3種の積分時間の場合のノーマルモード除去比の計算値と，100msの積分時間
の場合のノーマルモード除去比の測定例を示します。
・ノーマルモード除去比の計算値 ・ノーマルモード除去比の実測例(100ms)

0

-20

-40

-60

-10

-30

-50

-70

5 10 20 50 100 200
周波数 (Hz)

dB

16.7ms
20.0ms100ms

●ノイズフィルタ

DA100では，ノーマルモードノイズの除去が可能なように，ローパスフィルタ(カット
オフ周波数：10Hz(50Hz/60Hz共用)，50Hz，60Hz)を備えています。また，移動平均
処理によるノイズフィルタ機能も備えています。

ノイズ対策：応用編
●応用対策の手法

・ノイズそのものを減少させる

応用対策の基本は，簡単なことですが，極力，ノイズの少ない状態でDA100を使用
することです。
・電源ラインの場合：高インピーダンス化
ノイズ源となる機器(インバータ，サイリスタなど)用の電源ラインと測定器用の電
源ラインを分離します。

・入力ラインの場合：高インピーダンス化
入力ラインとノイズ源となる配線(電源ライン，警報ラインなど)は，必ず分離して
配線を行います。

2.9　ノイズ対策について
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2.9　ノイズ対策について

実例1：隔壁(セパレータ)を設ける。

セパレータ�

特別第3種接地�
(10Ω以下)

信号 *�

ケーブル� 電源�

実例2：ケーブルラックで15cm以上はなす。
電源ケーブルにシールド付を使用しない場合で使用電圧が220V以下で使用電流が
10A以上の場合には隔離距離を60cm以上としてください。

信号ケーブル *

電源�
15cm以上�

実例3：ケーブル間を15cm以上はなす。
電源ケーブルにシールド付を使用しない場合で使用電圧が220V以下で使用電流が
10A以上の場合には隔離距離を60cm以上としてください。

信号 *�
ケーブル� 電源�

15cm以上�

実例4：両信号ケーブルを直角交差とする。
電源ケーブルにシールド付を使用しない場合は，破線のように厚さ1.6mm以上の鉄板
で交差部を覆うことをお奨めします。

信号 ケーブル*

電源�

1.6mm

＊アナログ信号ケーブルと通信ケーブルもできるだけ，電源ケーブルと同様に分
離敷設してください。

・磁界，電界の影響がある場合：高インピーダンス化

1.ノイズ源を可能な限り離す。

・磁界の強さ H＝ I

2πr
＝ 2,400

6
＝400 A / m

例� I＝2,400A

r＝1m

H

・測定器の外部磁界の影響：400A/m以下
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2.ノイズ源の設置方向を変えてみる。
(A)トランスの漏洩磁束：Φ

Φ＝大�

Φ＝小�
弱い方向にDA100を移す�

(B)スパーク

電波強い�

電波弱い�
弱い方向にDA100を移す�

ス
パ
ー
ク�

・接地(アース)：低インピーダンス化

コモンモードノイズの発生を抑えるために接地の方法がポイントになります。

被測定物� DA100

ec ec'

被測定物� DA100 被測定物� DA100

(接地が難しい場合)

or

両者の接地電位が違うと地電流が生じてノイズが発生する�

接地電位を等しくする：コモンモードノイズ＝0とするために�

●1点接地� ●等電位化�

安定した結果を得るためには，接地を確実に行って回路電位を定めるのが基本です。した
がって，等電位化は，やむを得ない場合の手法です。

2.9　ノイズ対策について
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・シールド(電磁結合対策)

設置場所の制限から距離的な分離が困難な場合は，シールド付き撚り線(ツイストペ
アケーブル)が効果的です。
・静電結合に対しては，シールドによって完全に結合を断つことができる。
・磁界に対しては，磁性体(鉄，パーマロイなど)による磁気シールドが可能であるが
使用上の制約が多いうえに，完全にシールドすることは不可能。

コイルに誘起される電圧emは，コイル面積に比例する。→コイルの面積を小さくすれ
ばノイズも小さくなる。

コ
イ
ル�

em

磁界Φ�

コイル1，2の面積が等しくなるようにコイルをよれば，誘導電圧emはコイル1，2の
成分が打ち消し合ってゼロになる。

em

コイル1 コイル2

この2つの方法を実現したのが，撚り線(ツイストペアケーブル)です。
シールド付き撚り線(ツイストペアケーブル)を使用する場合でも，接地の方法は重要
です。
・信号源が接地されている場合

接続機器�信号源�

ツイストペア�
ケーブル� シールド�

・信号源が接地されていない場合

接続機器�信号源�

ツイストペア�
ケーブル� シールド�

なお信号ケーブルのシールドの接地は，まとめたうえで，電源ラインの接地などとは
分離して行います。分離できない時には，ガード端子を利用します。

2.9　ノイズ対策について
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・フィルタ，ノイズキラーの挿入
上述の方法でも，ノイズの影響を除去できない場合には，フィルタやノイズキラーを
利用します。
・電源ラインのノイズの除去
1.電源に絶縁トランスを入れる。
高周波に対するインピーダンスを高くする。

シールド付きで，シールドを確実に接地する。�

1：1
電
源�

DA100 (ノイズの大部分は�
 高周波ノイズ)

100V AC

2.電源ノイズフィルタ(市販)を入れる。
Cにより対地インピーダンスを低くし，Lにより高周波に対するインピーダンス
を高くすることにより，ノイズを分圧します。

注意1：ノイズフィルタとレコーダを共通接地する。�
注意2：電源ノイズフィルタを入れるとバイパス電流(漏洩電流と見なされる)が�

増加するので、規格値内であることを確かめること�

電
源�

DA100

100V AC

L

C

・周波数によってノイズの性質が異なる場合
低周波に対しては1点接地が効果的であっても，高周波に対しては，逆にループを
構成して逆効果の場合があります。

例：インバータに電力計とレコーダを一点接地にて使用�

ACパワーメータ�

DA100

インバータなど�
(ノイズ源)

高周波ノイズ�

(逆流)

一点接地�

ACパワーメータ�

DA100

インバータなど�
(ノイズ源)

ノイズ�

逆流防止� ×�

フェライトのビーズ�
(高周波に対して高インピーダンス)

高周波ノイズのレコーダへの逆流を防ぐ�

電力計は，高周波ノイズ成分をアースにたれ流し，�
そのノイズがレコーダ側に逆流してくる。�

・入力ノイズの除去
1点接地や100ms積分でも，入力ノイズを除去しきれない場合には，フィルタを挿
入します。パルスノイズに有効です。
1.L入力と接地の間にコンデンサを付加する。

C

H

L
DA100 C(コンデンサ容量)の値としては，�

100pF～数1000pFを目安とする。�
接地は必ずつけること。�
高耐圧コンデンサ使用。�

2.接地をとれない場合のパルスノイズ対策

C
H

L
DA100 Cの値としては，100pF～数1000pF�

を目安とする。　　　　　　　　�
フェライトビーズ�

フェライトビーズは必要に�
応じて挿入する。�
�

2.9　ノイズ対策について
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・リレーノイズの除去

R

直流外部電源� 接点�
ダイオード�
リレーコイル端子�
(ソケット)に直接取り�
付けてください。�
( )

( )
リレー�

リレーコイル定格は定格値の小�
さいものを使用してください。�

 〈DCリレーの場合〉�
ノイズ防止，接点保護のため，リレー�
コイル端子に，ダイオードを直接取り�
付けてください(DCの場合)。さらに信�
頼性を上げるため，できるだけ定格電�
圧値の低いリレー回路としてください。�
ダイオードの値は，リレーに合ったも�
のを決める必要があります。一般的に�
は定格整流電流がリレーのコイルに流�
れている電流の3倍以上のダイオードを�
選びます。また，逆電圧は使用電圧の�
3倍以上のものとしてください。�

(注)リレーやソレノイドは，誘導負荷のためコイルの両端に逆起電圧を生じます。この現象は接点�
の破損やノイズ源となって機器の誤動作をまねき，システム全体に悪影響を与えます。�

リレーソケットの�
端子に直接取り付�
けてください。�
( )C

R C＝0.01～1μF�
耐圧使用電圧の3倍以上�
R＝0.3Re～1Re

Re＝リレー直流抵抗�

 〈ACリレーの場合〉�
システム機器への接点入力がリ�
レーの接点入力である場合，そ�
のリレーコイル側にも上記処置�
をしてください。コイルに発生�
した逆起電圧がリレー内もしく�
は配線上で接点側に誘導を受け�
誤動作を起こす危険があります。�

サージサプレッサ回路�
�

・その他(ノイズ源との絶縁：活線測定の場合)
銅箔テープとマイラフィルムによる絶縁例

パーソナルコンピュータ接続時のノイズ対策
パーソナルコンピュータに接続するときは，通信ケーブルにフェライトコア(TDK社製
ZCAT3035-1330等)を取り付けると，耐ノイズ性能が向上します。
フェライトコアは，通信ケーブルの両端近くの2箇所に取り付けてください。ノイズ環境
が悪いときは，直列に複数個取り付けてください。また，通信ケーブルには，シールド
ケーブルを使用し，DA100とパーソナルコンピュータの機能接地端子を1点接地してくだ
さい。

パーソナル�
コンピュータ�

DA100
フェライトコア�

機能接地端子�

2.9　ノイズ対策について
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3.1 診断

初めて使用するときは，必ず次の操作を行い，接続されたDA100の構成に問題がないこと

を確認してください。また，DA100の設定やDA100からのデータ収集ができなくなったと

きは，下記に従って，DA100の診断を行ってください。

診断を行う前の確認事項
診断を行う前に，次のことを確認してください。
・電源

・電源が必要条件を満たしているか
・配線は正しいか

・ステータスランプが点灯しているか

ステータスランプが点滅していると，内部で動作エラーが発生しています。
・ユニット/モジュールの設置

・使用環境が使用条件を満たしているか
・取り付けねじに緩みはないか
・接続モジュールの数や装着位置が適正か(2-4ページの「2.3 入出力モジュールの実
装のしかた」参照)

・通信関連

・通信ケーブルが正しく接続されているか
・通信モジュールが正しく装着されているか(サブユニットには装着できません)
・ GP-IBモジュール使用の場合：アドレス設定が正しいか
・GP-IBインタフェースで通信する場合：GP-IBドライバがインストールされているか
・RS-232-Cモジュール使用の場合：通信設定が正しいか
・イーサネットモジュール使用の場合：IPアドレス，デフォルトゲートウェイ，サブ

ネットマスクの設定をしたか，通信モードに
なっているか

診断操作
実際に使用する前に，必ず次の操作を行い，接続されたDA100の構成に問題がないことを

確認してください。

●データアクイジションソフトウエア32を使用するとき

1. データアクイジションソフトウエア32を起動します。
2. 「診断」アイコンをクリックして，診断プログラムを起動します。
3. データアクイジションソフトウエア32ユーザーズマニュアル(IMDP12011-61J)に
従って，診断操作を行います。

4. 実際に接続されているユニット/モジュールと，表示されたユニット/モジュールが
一致していて，エラーがないことを確認します。

●スタンダードソフトウエアを使用しないで通信制御するとき

1. DA100データアクイジションユニット通信インタフェースユーザーズマニュアル
(IMDA100-11J)に従って「CF」コマンドを送信し，システム構成データを受信し
ます。

2. 受信結果で，実際に接続されているユニット/モジュールと，表示されたユニット/
モジュールが一致していて，エラーがないことを確認します。

第3章　トラブルシューティング・保守
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診断で，エラーが発生したときの対処
●通信エラー (エラーNo.0801)が発生したとき

以下のことを確認してください。
・診断プログラムでの通信方式設定(GP-IBか，RS-232-Cかなど)が実際の通信方式と
一致しているか正しいか

・通信ケーブルに配線間違い，断線がないか
・DA100の通信設定(アドレス，ボーレートなど)が正しいか
・パーソナルコンピュータの通信設定が正しいか

●サブユニットが表示されないとき(拡張タイプの場合)

以下のことを確認してください。
・サブユニットの電源がONになっているか
・拡張ケーブルの接続が正しいか
・サブユニットのユニット番号(2-4ページ参照)が重なっていないか
・システム再構築動作のあとで，サブユニットを接続していないか

●モジュールが正しく表示されないとき

以下のことを確認してください。
・モジュールが正しく装着されているか
・システム再構築動作のあとで，モジュールの装着を変更していないか

●モジュールは正しく表示されるがエラーが表示されるとき

エラー番号　 考えられる構築ミス 参照ページ

C0 モジュールを正しい位置に実装していない 2-4
ご使用中のハードウエア/ソフトウエアでは使用できないモジュール
を実装している*1

C1 再構築動作のあとで，装着モジュールを変更した －

81 装着モジュール数が最大許容モジュール数を超えている 2-4，2-5

82 誤った校正を行った(再度，校正を行ってください) 3-5

83 修理が必要*2 －

*1 ハードウエアのスタイルナンバー(形名銘板に記載)とソフトウエアのリリースナンバーが次のルー
ルに合致しているかご確認ください。
・モジュールのスタイルナンバー≦メインユニット/サブユニットのスタイルナンバー
・メインユニット/サブユニットのスタイルナンバー≦ソフトウエアのリリースナンバー

*2裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)にお申し付けください。

3.1　診断



3-3IM DA100-01J

３�

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
保
守

3.2 エラーメッセージとその対処方法

ウォーニングメッセージ

No. メッセージ/対処方法

W1102 上書きされる可能性のあるファイルが存在します。実行しますか？
W3304 初期化しますか？
W3305 再構築しますか？
W3451 プロジェクトを削除していいですか？
W3315 校正を中止します。よろしいですか？
W3316 校正値を書き込みます。よろしいですか？
W3317 60mV,200mV校正が行われていません。校正を続行しますか？
W3318 校正値を確定します。よろしいですか？
W3319 このまま終了すると、校正値が反映されません。よろしいですか？
W3320 レンジ初期化に失敗しました。再度行いますか？
W3332 ネットワーク設定を終了します。よろしいですか？。
W3333 ネットワークアドレスを設定します。よろしいですか？
W3671 接続機器のモードをSETモードに変更してください。
W3672 モデルが異なります。送信を実行しますか？
W3673 スタイル番号が異なります。送信を続行しますか？
W3674 ハードウェア構成が異なります。送信を続行しますか？
W3675 オプションが異なります。送信を続行しますか？
W3676 読み込まれなかったデータが存在します。
W3677 既存のデータが変更されました。
W3678 基準チャネルとして使用されています。
W3679 設定が変更されるチャネルが存在します。よろしいですか？
W3680 コピー範囲外に影響を受けるチャネルが存在します。
W3681 コピーされないチャネルが存在します。
W3682 書き込み動作の設定が変更されました。
W3683 温度単位の変更に伴い、セットモードのデータが初期化されました。
W3684 測定、演算チャネルでディジタルプリントの設定が変更されました。
W3685 一部の測定、演算チャネルでリレーの設定がOFFになりました。
W3686 イベント/アクションが変更されました。

エラーメッセージ＜共通＞

No. メッセージ/対処方法

E0001 メモリが足りません。
他のプログラムを終了して再起動するか、OSをリブートして再起動してください。

E0002 メモリが足りません。直ちに終了してください。
他のプログラムを終了して再起動するか、OSをリブートして再起動してください。

E0003 共有メモリがオープンできません。
他のプログラムを終了して再起動するか、OSをリブートして再起動してください。

E0101 単独起動出来ません。
ランチャから起動してください。

E0201 YOKOGAWAバイナリフォーマットではありません。
本ソフトウエアでは扱えないファイルです。

E0202 DARWINバイナリフォーマットではありません。
本ソフトウエアでは扱えないファイルです。

E0203 データがありません。
本ソフトウエアでは扱えないファイルです。

E0211 ファイルに書き込めません。
ディレクトリ容量や他のプログラムが使用していないか確認してください。

E0212 ファイルが読み込めません。
ファイルがあるかどうか，ファイルシステムが正常かどうか確認してください。
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No. メッセージ/対処方法

E0213 ファイルがオープン出来ません。
ファイルがあるかどうか，ファイルシステムが正常かどうか確認してください。

E0214 空き容量が足りません。
ハードディスクのスペースを確保してください。

E0215 指定ファイルがありません。
ファイルがあるかどうか確認してください。

E0216 ファイル名が不正です。
違うファイル名を指定してください。

E0401 通信エラーです。
設定ソフトウェア通信中にロガーは通信できません。
電源が入っているか，通信モジュールが認識されているか，ケーブルが正しく接続されているかを確認してください。
また，通信方式によって次のことを確認してください。
GPIBの場合
アドレスが合っているか，ドライバーが正しくインストールされているか，GPIBカードがNI社製であるか。
Etherの場合
アドレスが合っているか，WindowsにTCP/IPプロトコルがインストールされているか， Etherカードが正しくイン
ストールされているか。
RS-232-C，RS-422-A，RS-485の場合
ボーレートが合っているか，ポート(COM1～COM4)が合っているか，アドレスが合っているか(RS422)，パソコン
のシリアルポートが有効であるか，ケーブルの種類が正しいか。

E0404 GPIBライブラリのDLLがロード出来ません。
GPIBドライバを正しくインストールしてください。

エラーメッセージ＜ランチャソフトウエア＞

No. メッセージ/対処方法

E3401 パスワードが一致しません。
正しいパスワードを入力してください。

E3402 パスワードが入力されていません。
パスワードを入力してください。

E3403 プロジェクト名が入力されていません。
プロジェクト名を入力してください。

エラーメッセージ＜ロガー＞

No. メッセージ/対処方法

E3001 ファイルの型、もしくは、ハーションNoが異なります。
以前の表示設定などが読み込めなかったので、デフォルト設定で起動されます。

3.2　エラーメッセージとその対処方法
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エラーメッセージ＜環境・診断・校正ソフトウエア＞

No. メッセージ/対処方法

E3301 スキャン失敗しました。
電源が入っているか，通信モジュールが認識されているか，ケーブルが正しく接続されているかを確認してください。
また，通信方式によって次のことを確認してください。
GPIBの場合
アドレスが合っているか，ドライバーが正しくインストールされているか，GPIBカードがNI社製であるか。
Ethernetの場合
アドレスが合っているか，WindowsにTCP/IPプロトコルがインストールされているか，Etherカードが正しくインス
トールされているか。
RS-232-C，RS-422-A，RS-485の場合
ボーレートが合っていることか，ポート(COM1～COM4)が合っているか，アドレスが合っているか(RS422)，パソ
コンのシリアルポートが有効であるか，ケーブルの種類が正しいか。

E3302 再構築失敗しました。
E3301と同様の確認をしてください。

E3303 初期化失敗しました。
E3301と同様の確認をしてください。

E3312 不正な値の項目が選択されていません。
不正な校正値のレンジが存在するのに、そのレンジを選択していません。不正なレンジ項目を選択して校正してくだ
さい。

E3313 校正に失敗しました。
正しくモジュールが接続されているか、 配線、定格値入力などを確認してください。

E3314 xxxは設定できない値です。
正しい値を入力してください。

E3331 モジュールが単一ではありません。
ネットワーク設定する場合に，モジュールが複数存在します。設定するモジュールは1つにしてください。

E3337 設定できないアドレスです。
IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイのアドレスの組み合わせを正しく設定してください。

E3338 アドレスを設定できませんでした。
アドレス設定中にエラーが発生しました。

E3339 モジュールがみつかりません。
対象モジュールのディップスイッチを設定してDA100の電源を入れてください。
ケーブルが正しく接続されているか確認してください。

エラーメッセージ＜ビューアソフトウエア＞

No. メッセージ/対処方法

E3101 データ数が0です。
有効データが存在しません。

E3102 チャネル数が0です。
有効チャネルが存在しません。

3.2　エラーメッセージとその対処方法
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エラーメッセージ＜設定ソフトウエア＞

No. メッセージ/対処方法

E3631 ロガーが動作中のため通信できません。
ロガーの通信を終了してから実行してください。

E3632 モニタが動作中のため通信できません。
ロガーの通信を終了してから実行してください。

E3633 未対応モデルが接続されています。
システムを変更するか，設定を変更してください。

E3636 設定の送信に失敗しました。
設定できなかった内容があります。設定内容を確認してください。

E3638 初期バランスに失敗しました。
入力を確認してから，初期化したあと，もう一度初期バランスを実行してください。再び失敗した場合は，サービス
が必要です。

E3639 不適切なファイル名です。
ファイル名，拡張子を確認してください。

E3640 ファイル操作に失敗しました。
パーソナルコンピュータのハードディスクの空き容量を確認してください。ハードディスクに異常がないかチェック
してください

E3641 未対応モデルのデータです。
別のファイルを選択していください。

E3643 ファイル展開に失敗したため、一部のデータが初期化されました。
設定内容を確認してください。

E3644 コピー元にコピー不可能なものが含まれています。
コピー元とコピー先の設定を確認してください。

E3645 演算式が存在しません。
演算式を設定してください。

E3646 未定義シンボルが使用されました。
設定内容を確認してください。

E3647 不適切なチャネル番号が使われました。
チャネル番号を確認してください。

E3648 括弧が不適切です。
設定内容を確認してください。

E3649 文法ミスがあります。
設定内容を確認してください。

E3650 不適切な文字列です。
設定内容を確認してください。

E3651 不適切なチャネル番号が使われました。
チャネル番号を変更してください。

E3652 範囲を指定する場合は、左＜右としてください。
設定内容を確認してください。

E3653 チャネルまたは範囲が、重複しています。
設定内容を確認してください。

3.2　エラーメッセージとその対処方法
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メッセージ

No. メッセージ 対処方法

M3404この名称のプロジェクトは作成できません。
M3405同じ名称のプロジェクトが既に存在します。
M3406最低1つのパスワード設定されていないプロジェクトが必要です。
M3407\ / : , ; * ? " < > ¦　など使用禁止文字列が含まれています。
M3031データ保管を中止してもいいですか？
M3032一旦、モニタを停止してから、終了してください。
M3033一旦、パスワードを解除してから、終了してください。
M3231タグを送信してもいいですか？
M3232タグIDを送信してもいいですか？
M3601設定を受信します。よろしいですか？
M3602設定を送信します。よろしいですか？
M3603再構築を開始します。よろしいですか？
M3604再読み込みを実行しますか？
M3605全てのモードをリセットします。よろしいですか？
M3606セットモードをリセットします。よろしいですか？
M3607ユニットを追加します。よろしいですか？
M3608ユニットを削除します。よろしいですか？

3.2　エラーメッセージとその対処方法
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3.3 トラブルシューティング

●画面にメッセージが表示されているときは，「3.2 エラーメッセージとその対処方法」
(3-3ページ)をご覧ください。

●サービスが必要なとき，または下記の対処を行っても正常に動作しないときは，裏表紙
に記載の横河エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申しつけください。

内容 考えられる原因 対処方法 参照ページ

電源が入らない 定格の範囲外の電源を使用している。正しい電源を使用してください。 2-25
ステータスランプが点灯しな
い
ステータスランプが1秒間隔 通信モジュールが正しく装着されて 通信モジュールを正しく装着してくだ 2-4
で点滅している いない。 さい。
ステータスランプが1秒間隔 内部動作でエラーが生じている。 電源を再投入してください。 2-25
以外の時間間隔で点滅してい
る
接続しているサブユニットが 該当サブユニットの電源がOFFにな 電源をONにしてください。 2-25
認識されない っている。

該当サブユニットに拡張ケーブルが 拡張ケーブルを正しく接続してくださ 2-13
正しく接続されていない。 い。

接続しているモジュールが 該当モジュールが正しく接続されて モジュールを正しく接続してください。 2-4
認識されない いない。
測定値が正しくない 入力が仕様を満足していない。 入力仕様を確認してください。 4章

測定モードが適切でない。 適切な測定モードに変更してください。 *1

測定レンジ/スパン/スケールの各 適切な設定に変更してください。 *1

設定が適切でない。
ノイズの影響を受けている。 ノイズ対策を行ってください。 2-29
入力配線が正しくない。 正しく配線してください。 2-15
基準接点補償が正しくない。 正しく設定してください。 *1

周囲温度が許容範囲外である。 許容範囲内の温度にしてください。 2-2

＊1 データアクイジションソフトウエア32ユーザーズマニュアルをご覧ください。
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3.4 保守・校正について

DA100アクイジションユニット(DA100および周辺機器)では，消耗部品は使用していな
いので，定期的に交換が必要な部品はありません。ただし，動作状態は定期的に点検され
ることをお奨めします。

ヒューズの交換について
内部にヒューズが装着されていますが，ヒューズが切れた場合，お客様では交換ができま
せん。裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)に修理をお申し付けください。

校正について
測定確度を維持するために，下記に従って，1年ごとにDA100の校正を行ってください。
なお，校正は，裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)が承りますので，お申
し付けください。

●校正に必要な機器

機器名 発生/測定範囲 確度 該当機種

直流電圧発生器 0V～50V 0.005％ of setting ＋ 1μV 横河9000*，4808

DMM 0V～50V 0.005％ of setting ＋ 1μV HP3458A

可変抵抗器 0.1Ω～1000Ω 0.01％ 横河2793

冷接点補償器 横河T-MJ
直流電流発生器 0mA～20mA 0.05％ of setting 横河7651

* OV入力には，確度を満たさないので，端子間をショートするか，DMMで出力電圧モニタする必
要あり。

●校正時の環境と条件

周囲温度：23℃±2℃
周囲湿度：55±10％RH
AC電源電圧：100～240VAC(AC電源モデル)
DC電源電圧：12～28VDC(DC電源モデル)
電源周波数：50/60Hz±1％以内(AC電源モデル)
ウォームアップ時間：DA100は30分以上，使用機器は必要なウォームアップ時間

●結線方法

・直流電圧測定の場合

+-

直流電圧発生器�

入力端子�

・測温抵抗体による温度測定の場合

Bb A

可変抵抗器�

入力端子�
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・熱電対による温度測定の場合
直流電圧の校正で代用します。

・直流電流測定の場合
チャネル3に校正しようとする電圧レンジの定格値を入力します。

+–
入力端子�

(CH3)

直流電流発生器�

チャネル2の＋を－の端子を短絡します。
+–

入力端子�

(CH2)

・ひずみ測定の場合
　　　チャネル2にひずみゲージまたはブリッジボックスを配線します。

ジャンパー設定スイッチ�

ONOFF

No.1
No.2
No.3
No.4
No.5

A(+)

B(L)

C(-V)

D(H)

DU500-12/DU500-13 DU500-14

No.1�
OFF

No.2�
OFF

No.3�
OFF

No.4�
OFF

No.5�
ON

1 2 3 4

5 6 7 8

R4R2

R3R1

R2

R4

R3

R1

以下の仕様の抵抗を校正値によってR1～R4に接続してください。

校正値設定 抵抗R1，R2，R3 抵抗R4 抵抗値精度

ZERO 120.000 120.000 ±0.005％，±0.3ppm/℃
2k SPAN 120.000 119.521 ±0.005％，±0.3ppm/℃
20k SPAN 120.000 115.294 ±0.005％，±0.3ppm/℃
200k SPAN 120.000 80.000 ±0.005％，±0.3ppm/℃

・伝送出力モジュールによる電圧/電流出力の場合

伝送出力モジュールの出力値を確認しながら校正する場合は，DMM (HP3458A相当品)
を校正しようとする端子に接続します。

●校正手順

1. 上記に従って結線します。
2. 周囲環境が上記条件を満たし，上記ウォームアップ時間が経過したことを確認しま
す。

3. データアクイジションソフトウエア32を起動します。
4. 「校正」アイコンをクリックして，校正プログラムを起動します。
5. データアクイジションソフトウエア32ユーザーズマニュアル(IMDP12011-61J)に
従って，校正操作(A/D調整)を行います。

Note
・データアクイジションソフトウエア32を起動する代わりに，通信コマンド「XZ」を送信するこ
とによって，校正動作を行うこともできます。通信コマンドの送信のしかたについては，DA100
通信インタフェースユーザーズマニュアル(IMDA100-11J)をご覧ください。

・ひずみ入力チャネルを校正する場合は，必ずゼロ側を校正してからスパン側を校正してくださ
い。

3.4　保守・校正について
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4.1 DA100/DS400/DS600の仕様
スタイルナンバー

DA100：S8
DS400/DS600：S8

DA100スタンドアロンタイプの接続可能モジュール
入力モジュール：ユニバーサル(直流電圧，熱電対，測温抵抗体，接点)，DCV/TC/DI，

mA，パワーモニタ，ひずみ，パルス，ディジタル
アラーム出力モジュール：4ch(C接点)または10ch(A接点)(モジュール単位で増設可能)
通信インタフェースモジュール：GP-IB，RS-232-C，RS-422-A/RS-485，イーサネッ

トのどれかを選択
DI/DOモジュール：アラーム2点出力(C接点)，フェイル出力用
エクステンダモジュール
・接続可能総モジュール数：6個
1個は必ず通信インタフェースモジュールを接続
DI/DOモジュールの接続数は1個以下
入力モジュール数≦4個
入力モジュール数＋アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール＋通信インタフェー
スモジュール≦6個

DA100拡張タイプのサブユニットの接続
●サブユニットの種類(機種名)

サブユニットDS400：4スロット用
サブユニットDS600：6スロット用

●サブユニット接続数

最大6ユニットまで接続可(4スロット用と6スロット用混在でも同じ)
●接続方法

専用ケーブルで接続

DA100拡張タイプの接続可能モジュール
●メインユニット

アラーム出力モジュール：4ch(C接点)または10ch(A接点)(モジュール単位で増設可能)
通信インタフェースモジュール：GP-IB，RS-232-C，RS-422-A/RS-485，イーサ

ネットのどれかを選択
DI/DOモジュール：アラーム2点出力(C接点)，フェイル出力用*
・接続可能総モジュール数：4個
通信インタフェースモジュールは必ず1個接続
アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール≦3個
入力モジュールは接続不可

●サブユニット(DS400/DS600)

入力モジュール：ユニバーサル(直流電圧，熱電対，測温抵抗体，接点)，DCV/TC/
DImA，パワーモニタ，ひずみ，パルス，ディジタル

アラーム出力モジュール：4ch(C接点)または10ch(A接点)(モジュール単位で増設可能)
DI/DOモジュール：アラーム2点出力(C接点)，フェイル出力用*
エクステンダモジュール
・DS400の1ユニットあたりの接続可能総モジュール数：4個
入力モジュール数＋アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール≦4個

・DS600の1ユニットあたりの接続可能総モジュール数：6個
入力モジュール数＋アラーム出力モジュール数＋DI/DOモジュール≦6個

* 付加仕様/M1付きのときは，リモート制御入力を最大12点使用可能

第4章　仕様
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構造
●取り付け方法
床置き：各ユニット下部のスタンド使用
パネル直付け：各ユニットの所定箇所をねじ止めで取り付け
ラックマウント：専用取り付け金具で取り付け
*いずれの取り付け方法でも，必ず垂直姿勢で設置

●材質
鋼板，アルミニウム合金，プラスチック成形樹脂

●塗装色
スレイトグレイライト(マンセル0.1PB4.6/0.2相当)
ランプブラック(マンセル 0.8Y2.5/0.4相当)

●外形寸法
スタンドアロンタイプメインユニット：約422(W)×176(H)×100(D)mm
拡張タイプメインユニット：約336(W)×165(H)×100(D)mm
サブユニットDS400：約336(W)×165(H)×100(D)mm
サブユニットDS600：約422(W)×176(H)×100(D)mm

●質量
スタンドアロンタイプメインユニット：約1.1kg*(入力モジュール4個＋アラーム出力モ
ジュール1個＋通信インタフェースモジュール1個実装時で約3.5kg)

拡張タイプメインユニット：約0.9kg*(入/出力モジュール4個実装時で約2.5kg)
サブユニットDS400：約0.9kg*(入/出力モジュール4個実装時約で2.5kg)
サブユニットDS600：約1.1kg*(入/出力モジュール6個実装時で約3.5kg)
*各ユニットの入出力モジュール未装着時の質量

入力部
●測定レンジ
「4.2 入力モジュールの仕様」に入力モジュールごとに記載

●測定周期
0.5，1，2，3，4，5，6，10，12，15，20，30，60秒から選択(10ch入力モジュー
ルで，フィルタ：OFF，A/D積分時間：20ms(50Hz)/16.7ms(60Hz)の設定時)
スタンドアロンタイプ：最大40ch/500ms(付属スタンダードソフトウエア使用時)
拡張タイプ：最大300ch/500ms(付属スタンダードソフトウエア使用時)

●A/D積分時間(DU100/DU200の場合)
20ms(50Hz),16.7ms(60Hz),100ms(10Hz)の選択，または自動切り替え
ただし，DC電源モデルのDA100のスタンドアロンタイプ，DC電源モデルのサブユニッ
ト(DS400/DS600)では自動切り替えは機能しません。自動切り替え(AUTO)を選択す
ると，20ms(50Hz)になります。工場出荷時，DA100のスタンドアロンタイプは20ms
(50Hz)に，拡張タイプはAUTOに設定されています。

●入力点数
スタンドアロンタイプ：最大40点
拡張タイプ：最大300点

アラーム機能(アラーム出力モジュール搭載時の機能)
●設定数
各チャネル最大4設定まで設定可
アラームの種類：上限，下限，差上限，差下限，変化率上昇限，変化率下降限から選択
変化率アラームの時間インターバル：測定周期×1～15設定可(上昇限/下降限共通)

●出力モード
励磁/非励磁切り替え，AND/ORモード選択，出力保持/非保持指定可(全ch共通)
再故障再アラーム出力6接点指定可

●アラーム出力点数
スタンドアロンタイプ：2点(DI/DOモジュール)～最大40点
拡張タイプ：DA100メインユニットは最大30点(モジュール単位で増設可能)，サブユ
ニットを接続することにより拡張可能(モジュール単位で増設可能)

●接続可能アラーム出力モジュール数
スタンドアロンタイプ：1個～4個まで接続可能
拡張タイプ：DA100メインユニットに3個まで，1サブユニットに6個(DS400の場合は
4個)まで接続可能

4.1　DA100／DS400/DS600の仕様
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標準演算機能
●演算種類

任意チャネル間の差，スケール変換(リニアスケーリング)，移動平均
●スケーリング

スケーリング可能レンジ：直流電圧，熱電対，測温抵抗体，接点
スケーリング範囲：－30000～＋30000
小数点：任意設定
スケーリング時の測定確度：
スケーリング時の測定確度(digits)=測定確度(digits)×スケーリングスパン(digits)/測
定スパン(digits)＋2digits(小数点以下切り上げ)
(例) 測定レンジ：DCV 6V，測定スパン：1.000～5.000V，スケーリングスパン：

0.000～2.000の設定で測定値が5Vのとき測定確度
±(0.05×5＋2)×2000/4000＋2=±3.125
測定確度=±4digits=±0.004V

●移動平均

測定データを移動平均し，測定値とする。サンプル数は2～64(2n:nは自然数)から選択
可。

オプショナル演算機能(付加仕様/M1の機能，スタイルナンバー「2」以上で使用可能)
●演算種類

四則演算，SQR(平方根)，ABS(絶対値)，LOG(常用対数)，LN(自然対数)，EXP(指
数)，統計演算*，論理演算(AND，OR，NOT，XOR)，関係演算，べき乗，前回測定値
参照，ホールド**，リセット
* 統計演算
CLOG：同一時刻に測定したグループ内の演算処理(合計，最大，最小，平均，最大-最小)
TLOG：あるチャネルについての時系列の演算処理(合計，最大，最小，平均，最大-最小)
統計演算インターバル：イベント/アクション機能により設定

**ホールド
演算の一時中断と演算結果の一時ホールド。
統計演算時はホールド解除後に統計演算をホールド点から再開。

●演算チャネル数(演算のために仮想的に割り当てることができるチャネル数)

スタンドアロンタイプ：最大30ch
拡張タイプ：最大60ch

●演算周期

測定周期毎 (ただし，演算の種類やチャネル数により測定周期毎での演算処理が難しく
なった場合はワ－ニングを出力する)

●演算時の範囲

±10308

●演算結果範囲

－9,999,999～＋99,999,999 (小数点位置は小数点以下1～4桁で設定可能)
●通信入力

通信インタフェースによるディジタル値 (ASCII数字列)入力を演算対象データとして扱
うことが可能

●演算開始/停止

通信コマンド，イベント/アクション機能(リモート制御信号，時刻指定，アラームス
テータス等)にて制御可能

●オプショナル演算機能に含まれる他の機能

リモートRJC

入力種類：熱電対(TC)
確度：(標準の熱電対入力測定確度の2倍)＋(リモートターミナル部の端子とリモート
ターミナル温度測定用熱電対部の温度差)
熱電対バーンアウト：選択不可
イベント/アクション機能

アラーム，タイマなどで，アラーム出力，タイマ，演算をコントロール可能

4.1　DA100／DS400/DS600の仕様
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レポート機能(付加仕様/M3の機能，スタイルナンバー「5」以上で使用可能)　
●レポートチャネル

R01～R60の60チャネル
●レポート演算種類

時報：毎時(1時間ごと)の統計情報
日報：1日間(指定時刻開始)の統計情報
月報：1カ月(指定日・時刻開始)の統計情報
時報，日報，月報それぞれにON/OFF設定可能

●レポート演算結果出力

記録紙に印字または通信出力
●レポート演算結果出力フォーマット

時報：基本フォーマット
日報：基本フォーマットまたは拡張フォーマット
基本フォーマット：日報演算結果
拡張フォーマット：日報演算結果＋毎時の時報演算結果*

月報：基本フォーマットまたは拡張フォーマット
基本フォーマット：月報演算結果
拡張フォーマット：月報演算結果＋毎日の日報演算結果*

ただし，拡張フォーマットは日報または月報のどちらか一方のみ
*：各レポート演算の平均値，瞬時値，積算値のどれか

●レポート演算種類

AVE：設定期間の平均値，最大値，最小値
INST：レポート作成時刻の瞬時値
SUM：設定期間の積算値と累計値

積算値 累計積算値

時報 1時間ごとの積算値 24時間の積算値(日報作成時刻にリセット)
日報 1日ごとの積算値 1カ月の積算値(月報作成時刻にリセット)
月報 1カ月ごとの積算値 不可

●単位変換(SUMだけ)

単位時間あたりの入力を積算する場合，測定周期によって生じる演算値の違いを補正す
る

INTVL：変換なし Σ演算結果
/sec：秒単位の入力の積算値に変換 Σ(演算結果)×測定周期
/min：分単位の入力の積算値に変換 Σ(演算結果)×測定周期/60
/hour：時間単位の入力の積算値に変換Σ(演算結果)×測定周期/3600
/day：日単位の入力の積算値に変換 Σ(演算結果)×測定周期/86400

●レポート作成時刻

基準日：1～28日
基準時刻：0～23時

●レポート演算結果出力範囲

AVE：－9999999～99999999(小数点位置はレポートチャネルに割り当てられた測定
チャネル，演算チャネルに依存)

INST：－9999999～99999999(小数点位置はレポートチャネルに割り当てられた測
定チャネル，演算チャネルに依存)

SUM：仮数部7桁，指数部2桁
●異常データ処理

AVE：演算対象データから除く。ただし，プラスオーバ，マイナスオーバデータは最大
値，最小値の演算対象データに含める。

INST：演算対象データに含める。
SUM：演算対象データから除く。

4.1　DA100／DS400/DS600の仕様
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●停電情報/停電の処理

・停電復帰後の印字の時刻部分に「×」を印字。ただし，停電時間が12時間を超えた場合
は印字しない。

・停電中のデータはレポート対象データから除く
・レポート作成時刻を過ぎてから停電復帰した場合，復帰直後にレポート作成
・自動印字をONにしている場合，停電時間が12時間以下で印字時刻後に復帰したときに
だけ復帰直後にレポート印字。

・自動印字をONにしている場合，停電時間が12時間以下で印字時刻前に復帰したときは
印字予定時刻にレポート印字。

・12時間以上停電が続いた場合，停電復帰後はレポートストップ。ただし，復帰直後にレ
ポート作成(停電直前までのデータ)

・12時間以上停電が続いた場合，自動印字をONにしていても印字しない。FUNCメ
ニューまたは通信での出力は可能。

●印字時間

レポートの種類 印字フォーマット カラム数 記録紙長さ 印字時間

時報 基本 77 20cm 約4分
日報 基本 77 20cm 約4分

拡張 437 114cm 約22分
月報 基本 77 20cm 約4分

拡張 542 141cm 約27分

最長印字時間は時報と日報の基本フォーマットと月報の拡張フォーマットを同時に印字
する場合
印字時間：4＋4＋27＝35分

●通信による出力形式

バイナリ形式

4.1　DA100／DS400/DS600の仕様
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通信機能(通信インタフェースモジュールの機能)
GP-IB，RS-232-C，RS-422-A/RS-485，イーサネットのどれかのインタフェースで，
パーソナルコンピュータと通信可能

入出力機能(DI/DOモジュールの機能)
アラーム出力2点，フェイル出力1点，リモート制御入力12点(付加仕様/M1付きの場合の
み使用可能)

電源部
●定格電源電圧

AC電源：100～240VAC(フリー電源)
DC電源：12～28VDC
ACアダプタ(オプション)：100～240VAC

●使用電源電圧範囲

AC電源：90～250VAC
DC電源：10～32VDC
ACアダプタ(オプション)：90～250VAC

●定格電源周波数

AC電源：50/60Hz
ACアダプタ(オプション)：50/60Hz

●消費電力

スタンドアロンタイプメインユニット(接続可能モジュール6個実装時)：最大約55VA
(100VAC入力時)/最大約70VA(240VAC入力時)/最大約25VA(DC電源モデル)/最大
約55VA(ACアダプタ使用，100VAC入力時)/最大約70VA(ACアダプタ使用，
240VAC入力時)

拡張タイプメインユニット(接続可能モジュール4個実装時)：最大約45VA(100VAC入
力時)/最大約55VA(240VAC入力時)/最大約25VA(DC電源モデル)/最大約45VA(AC
アダプタ使用，100VAC入力時)/最大約55VA(ACアダプタ使用，240VAC入力時)

サブユニットDS400(接続可能入/出力モジュール4個実装時)：最大約45VA(100VAC
入力時)/最大約55VA(240VAC入力時)/最大約25VA(DC電源モデル)/最大約45VA(AC
アダプタ使用，100VAC入力時)/最大約55VA(ACアダプタ使用，240VAC入力時)

サブユニットDS600(接続可能入/出力モジュール6個実装時)：最大約55VA(100VAC
入力時)/最大約70VA(240VAC入力時)/最大約25VA(DC電源モデル)/最大約55VA(AC
アダプタ使用，100VAC入力時)/最大約70VA(ACアダプタ使用，240VAC入力時)

●ヒューズ定格 (ただし内蔵ヒューズはお客様で交換不可)

メインユニット内
AC電源
最大定格電圧：250V 最大定格電流：2.5A タイプ：タイムラグ
規格：IEC/VDE認定
DC電源
最大定格電圧：250V 最大定格電流：6.3A タイプ：タイムラグ
規格：UL/CSA認定

サブユニット内
AC電源
最大定格電圧：250V 最大定格電流：2A タイプ：タイムラグ
規格：IEC/VDE認定
DC電源
最大定格電圧：250V 最大定格電流：6.3A タイプ：タイムラグ
規格：UL/CSA認定

正常動作条件
●電源電圧

AC電源：90～250VAC
DC電源：10～32VDC
ACアダプタ(オプション)：90～250VAC

4.1　DA100／DS400/DS600の仕様
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●電源周波数

50Hz±2％，60Hz±2％
●周囲温度

メインユニットDA100：設置方法によらず0～50℃
サブユニットDS400/DS600：
床置き/デスクトップでの使用：0～50℃
パネル取り付け/ラックマウント時：－10～60℃

●周囲湿度

周囲温度が－10～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH，50
～60℃のときは5～30％RH (ただし結露なきこと)

●振動

10～60Hz，0.2m/s2

●衝撃

許容せず
●磁界

400A/m以下(50/60Hz)
●姿勢

左右水平，垂直にての使用を原則とする
●使用場所

室内
●使用高度

2,000m以下
●設置(過電圧)カテゴリー (IEC1010-1による)*1

II
●汚染度 (IEC1010-1による)*2

2
●ウオームアップ時間

電源投入時より30分以上

*1 インパルス耐電圧の仕様
*2 装置の絶縁性能を決定する環境の汚染レベル。「2」は一般的な室内環境。

基準性能測定動作条件
周囲温度：23±2℃，周囲湿度：55±10％RH，電源電圧：90～250VAC(AC電源)/10～
32VDC(DC電源)，電源周波数：50/60Hz±1%以内(AC電源)，ウオームアップ30分以
上，振動など計器動作に影響のない状態

動作条件の影響
周囲温度：10℃の変化に対する変動が，±(0.1％ of rdg＋1digits)以内/Cu10Ωのみ±
(0.2％ of Span＋1digit)以内

電源変動：±1digit以内(AC電源90～132，180～250VAC(周波数50/60Hz)，DC電源
10～32VDCの範囲にて)

外部磁界：交流(50/60Hz)および直流400A/mの外部磁界に対する変動が，±(0.1％ of
rdg＋10digits以内)。ただし，パワーモニタモジュールは±15% of range

信号源抵抗：信号源抵抗1kΩの変化に対する変動
電圧：2Vレンジ以下で±10μV以内，6Vレンジ以上で±0.1％ of rdg以内
熱電対：±10μV以内(ただしバーンアウト指定時は±100μV以内)
測温抵抗体：1線当たり10Ωの変化に対する変動(3線とも同一抵抗値である場合)
指示：±(0.1％ of rdg＋1digit)以内
導線間の抵抗値の差40mΩ(3線間の最大の差)に対する指示変動：約0.1℃(Pt100時)

姿勢：水平使用時の変動が，±(0.1％ of rdg＋1digit)以内
振動：周波数10～60Hz，加速度0.2m/s2の正弦波振動を3軸方向に各2時間加えた時の変

動が，±(0.1％ of rdg＋1digit)以内

4.1　DA100／DS400/DS600の仕様
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4.1　DA100／DS400/DS600の仕様

輸送および保管条件
機器の出荷時点から使用開始までの輸送・保管および一時使用休止での輸送・保管される
ときの環境条件。この条件範囲内であれば，再調整を要することもあるが，永久的な修理
困難な損傷を受けることなく，正常動作の状態に戻ることが可能。
●周囲温度

－25～60℃
●湿度

5～95％RH
●振動

10～60Hz，4.9m/s2

●衝撃

392m/s2以下(梱包状態)

その他の仕様
●時計

カレンダ機能付き(西暦)
●時計精度

±100ppm
●システム異常アラーム

接点出力(DI/DOモジュール接続時)
●設定値バックアップ

リチウムバッテリバックアップ(約10年)
ただし，時刻を除く(電源再投入で1996/1/1  00:00:00にリセットされる)

●絶縁抵抗

各端子-アース間 20MΩ以上 (500VDCにて)
●耐電圧

AC電源端子-DA100本体アース間：1,500VAC (50/60Hz) 1分間
AC電源端子-サブユニット(DS400/DS600)本体アース間：1,500VAC (50/60Hz) 1分間
DC電源端子-DA100本体アース間：1,000VAC (50/60Hz) 1分間
DC電源端子-サブユニット(DS400/DS600)本体アース間：1,000VAC (50/60Hz) 1分間
入力端子-DA100本体アース間：1,500VAC (50/60Hz) 1分間
出力端子-DA100本体アース間：2,300VAC (50/60Hz) 1分間

●EMC仕様

エミッション EN55011：Class A
イミュニティ EN50082-2

IEC1000-4-2 静電気放電 Performance Criteria A*
8kV(気中放電), 4kV(接触放電)

IEC1000-4-3 放射電磁界 Performance Criteria A*
80～1000MHz, 10V/m

IEC1000-4-4 高速過渡バースト Performance Criteria B
電源線：2kV, 他の信号線：1kV

IEC1000-4-6 伝導妨害 Performance Criteria A*
0.15～80MHz, 10V

* 測定確度への影響
ユニバーサル入力モジュール，DCV/TC/DI入力モジュール
50Vレンジ以外 : ±10% of range
50Vレンジ : ±20% of range

エクステンダモジュール(DV100)使用時
50Vレンジ以外 : ±20％ of range
50Vレンジ : ±40％ of range

ひずみ入力モジュール
2000µεレンジ以外 : ±10％ of range
2000µεレンジ : ±50％ of range

その他の入力モジュール
±10％ of range
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4.2 ユニバーサル入力モジュールおよびDCV/TC/DI入力
モジュールの仕様

●スタイルナンバー　S1

●形名，チャネル数，端子形状，最短測定周期

0.5s�
0.5s�
2s�
2s�
2s�
2s�
0.5s�
0.5s�
2s�
2s�
2s�
2s

ねじ�
クランプ�
ねじ�

クランプ�
ねじ�

クランプ�
ねじ�

クランプ�
ねじ�

クランプ�
ねじ�

クランプ�

10ch�
10ch�
20ch�
20ch�
30ch�
30ch�
10ch�
10ch�
20ch�
20ch�
30ch�
30ch

DU100-11�
DU100-12�
DU100-21�
DU100-22�
DU100-31�
DU100-32�
DU200-11�
DU200-12�
DU200-21�
DU200-22�
DU200-31�
DU200-32

種類�

�

ユニバー�
サル入力�
モジュール�

DCV/TC/DI�
入力�
モジュール�

形名� チャネル数�端子形状�
�
�

最短�
測定周期�

●入力方式
フローティング不平衡入力，チャネル間絶縁(チャネル独立)
測温抵抗体レンジは共通電位(b端子共通)(DU100の場合)

●A/D分解能
±20,000

●A/D積分時間
20ms(50Hz)，16.7ms(60Hz)，100ms(10Hz)の選択または自動切り替え
ただし，DC電源モデルのスタンドアロンタイプおよびDC電源モデルのサブユニット
(DS400/DS600)では自動切り替えは機能しません。自動切り替え(AUTO)を選択する
と，20ms(50Hz)になります。

●最短測定周期

チャネル数/�
1モジュール�

20ms/16.7ms

4s�
5s�
6s

3s�
4s�
4s

12s�
15s�
20s

10�
20�
30

ローパスフィルタオフ� ローパスフィルタオン�フィルタオン/オフ�

積分時間�

0.5s*�
2s�
2s

100ms
(50Hz/60Hz) (10Hz)

A/D
20ms/16.7ms
(50Hz/60Hz)

100ms
(10Hz)

*：パワーモニタモジュールと混在する場合は2s
●正常動作温/湿度範囲
－10～60℃
周囲温度が－10～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH，50
～60℃のときは5～30％RH (ただし結露なきこと)

●基準接点補償
チャネルごとに外部/内部切り替え可

●基準接点補償確度(0℃以上測定，入力端子平衡時)
Type R，S，B，W：±1℃
Type K，J，E，T，N，L，U：±0.5℃

●最大入力電圧
2VDCレンジ以下，熱電対，測温抵抗体，DI(CONT)：±10VDC
6VDCレンジ以上，DI(LEVEL)：±60VDC

●ノーマルモード電圧
電圧，熱電対：レンジ定格の1.2倍以下(50，60Hz信号分を含むピーク値)
測温抵抗体：50mV以下(ピーク値)

●ノーマルモード除去比
40dB以上(50/60Hz±0.1％)

●コモンモードノイズ電圧
250VAC rms(50/60Hz)

●コモンモード除去比
120dB以上(50/60Hz±0.1％，500Ω不平衡，マイナス測定端子と接地間)

●チャネル間最大ノイズ
150VAC rms(50/60Hz)
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●測定レンジ/確度

ただし，DCV/TC/DI入力モジュールは，測温抵抗体入力不可
周囲温度：23±2℃，周囲湿度：55±10％RH，電源電圧：90～250VAC(AC電源)/
10～32VDC(DC電源)，電源周波数：50/60Hz±1%以内(AC電源)，ウオームアップ30
分以上，振動など計器動作に影響のない状態

入力�
測定(ディジタル値表示)

直流電圧(DC V)�
�
�
�
�
�
�
熱電対(TC)�
(基準接点補償確度�
含まず)�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
測温抵抗体(RTD)�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
高分解能�
測温抵抗体�
�
�
接点�

20mV�
60mV�
200mV�
2V�
6V�
20V�
50V�
R�
�
�
S�
B�
K�
�
�
E�
J�
T�
L�
U�
N�
W�
KPvsAu7Fe�
Pt100(1mA)�
Pt100(2mA)�
JPt100(1mA)�
JPt100(2mA)�
Pt50(2mA)�
Ni100(1mA)�
SAMA�
Ni100(1mA)DIN�
Ni120(1mA)�
J263＊B�
Cu10 GE＊8�
Cu10 L&N＊8�
Cu10 WEED＊8�
Cu10 BAILEY＊8�
Pt100(1mA)�
Pt100(2mA)�
JPt100(1mA)�
JPt100(2mA)�
電圧入力�
�
接点入力�

－20.000～20.000mV�
－60.00～60.00mV�
－200.00～200.00mV�
－2.0000～2.0000V�
－6.000～6.000V�
－20.000～20.000V�
－50.00～50.00V�
0.0～1760.0℃�
�
�
0.0～1760.0℃�
0.0～1820.0℃�
－200.0～1370.0℃�
�
�
－200.0～800.0℃�
－200.0～1100.0℃�
－200.0～400.0℃�
－200.0～900.0℃�
－200.0～400.0℃�
0.0～1300.0℃�
0.0～2315.0℃�
0.0～300.0K�
－200.0～600.0℃�
－200.0～250.0℃�
－200.0～550.0℃�
－200.0～250.0℃�
－200.0～550.0℃�
－200.0～250.0℃�
�
－60.0～180.0℃�
－70.0～200.0℃�
0.0～300.0K�
－200.0～300.0℃�
�
�
�
－140.00～150.00℃�
－70.00～70.00℃�
－140.00～150.00℃�
－70.00～70.00℃�
2.4V未満OFF�
2.4V以上ON (TTL)�
接点のON/OFF�
�

種類� 測定確度� 最高分解能�

±(0.05％ of rdg ＋ 5digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 2digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 2digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 2digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 2digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 2digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 2digits)�
±(0.05％ of rdg ＋ 1℃)�
ただし，R，S：0～100℃，±3.7℃�
100～300℃，±1.5℃�
B：400～600℃，±2℃�
400℃未満は確度保証せず�
±(0.05％ of rdg ＋0.7℃)�
ただし，－200℃～－100℃では�
±(0.05％ of rdg. ＋1℃)�
±(0.05％ of rdg ＋0.5℃)�
ただし，J，L：－200℃～－100℃では�
±(0.05％ of rdg. ＋0.7℃)�
�
�
±(0.05％ of rdg. ＋0.7℃) �
±(0.05％ of rdg. ＋1℃) �
±(0.05％ of rdg. ＋0.7K) �
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
�
�
�
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
�
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
�
±(0.05％ of rdg. ＋0.3K) �
±(0.2％ of rdg. ＋0.7℃) �
�
�
�
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
±(0.05％ of rdg. ＋0.3℃) �
2.4V未満OFF�
2.4V以上ON (TTL)

測定レンジ�
1µV�
10µV�
10µV�
100µV�
1mV�
1mV�
10mV�
�
�
�
�
�
�
0.1℃�
�
�
�
�
�
�
�
�
0.1K�
�
�
�
�
0.1℃�
�
�
�
�
0.1K�

�
0.1℃�
�
�
�
0.01℃�

＊1�
�
�
＊1�
＊1�
＊1�
�
�
＊1�
＊1�
＊1�
＊2�
＊2�
＊3�
＊4�
�
＊5�
＊5�
＊5�
＊5�
＊5�
＊6�
�
＊6�
＊7�
�
�
�
�
�
＊5�
＊5�
＊5�
＊5�
�

＊1：R，S，B，K，E，J，T：ANSI，IEC 584，DIN IEC 584，JIS C 1602-1981�
＊2：L：Fe-CuNi，DIN43710，U：Cu-CuNi，DIN 43710�
＊3：N：Nicrosil-Nisil，IEC 584，DIN IEC 584�
＊4：W：W・5%RE-W・26%Re (Hoskins Mfg Co)�
＊5：Pt50：JIS C 1604-1981，JIS C 1606-1986�
　　  Pt100：JIS C 1604-1989，JIS C 1606-1989，IEC 751，DIN IEC 751�
　　  JPt100：JIS C 1604-1981，JIS C 1606-1989�
＊6：SAMA/DIN�
＊7：McGRAW EDISON COMPANY�
＊8：確度保証範囲　Cu10 GE：－84.4～170.0℃，Cu10 L&N：－75.0～150.0℃，Cu10 WEED：－20.0～250.0℃，�
　　　　　　　　　  Cu10 BAILEY：－20.0～250.0℃�

●ノイズ除去

積分型A/Dによる除去，ローパスフィルタ，または移動平均を利用
●カットオフ周波数

50/60/10Hz
●入力抵抗

直流電圧2Vレンジ以下または熱電対のとき；10MΩ以上
直流電圧6Vレンジ以上のとき；約1MΩ

●絶縁抵抗

入力-接地間 20MΩ以上(500VDC)

4.2　ユニバーサル入力モジュールおよびDCV/TC/DI入力モジュールの仕様
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●入力バイアス電流

10nA以下
●耐電圧

入力端子相互間：1,000VAC(50/60Hz)1分間
入力端子-アース間：1,500VAC(50/60Hz)1分間

●入力信号源抵抗

直流電圧，熱電対：2kΩ以下
測温抵抗体：1線10Ω以下(Pt100Ω)，1線5Ω以下(Pt50Ω)，1線1Ω以下(Cu10Ω)

●温度係数

ゼロ：0.01% of range/℃
フルスパン：0.01% of range/℃ (Cu10Ωの場合のみ：0.02% of span/℃)

●熱電対バーンアウト

熱電対レンジにて検出(ON/OFF可)
電流約4μA，検出パルス幅約5ms
2kΩ以下正常，100kΩ以上断線

●熱電対バーンアウト検出周期

測定周期0.5秒時：2.5秒周期，測定周期2秒時：2秒周期
●熱電対バーンアウト検出タイミング

測定周期ごとにバーンアウトを検出。
ただし，測定周期0.5秒の10chユニバーサル入力モジュール接続時に限り，バーンアウ
ト検出周期は2.5秒ごと。

●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法，質量

質量(kg)��
0.5�
0.5�
1.0�
1.0�
1.5�
1.5�
0.5�
0.5�
1.0�
1.0�
1.5�
1.5

外形寸法(W)×(H)×(D) mm��
約57×137×88�
約57×137×88�
約114×137×88�
約114×137×88�
約172×137×88�
約172×137×88�
約57×137×88�
約57×137×88�
約114×137×88�
約114×137×88�
約172×137×88�
約172×137×88

形名��
DU100-11�
DU100-12�
DU100-21�
DU100-22�
DU100-31�
DU100-32�
DU200-11�
DU200-12�
DU200-11�
DU200-12�
DU200-11�
DU200-12

4.2　ユニバーサル入力モジュールおよびDCV/TC/DI入力モジュールの仕様
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4.3 mA入力モジュールの仕様

●スタイルナンバーS5

●形名，入力チャネル数，端子形状，最短測定周期

形名 チャネル数 端子形状 最短測定周期

DU300-11 10ch ねじ 0.5s
DU300-12 10ch クランプ 0.5s

●入力方式

フローティング不平衡入力，チャネル間絶縁(チャネル間独立)
●A/D分解能

±20000
●A/D積分時間

20ms(50Hz)，16.7(60Hz)，100ms(10Hz)の選択または自動切り替え
ただし，DC電源モデルのスタンドアロンタイプおよびDC電源モデルのサブユニット
(DS400/DS600)では自動切り替えは機能しません。自動切り替え(AUTO)を選択する
と，20ms(50Hz)になります。

●最短測定周期とカットオフ周波数

ローパスフィルタオフの場合
カットオフ周波数 50/60Hz 10Hz
最短測定周期 0.5s 4s
ローパスフィルタオンの場合
カットオフ周波数 50/60Hz 10Hz
最短測定周期 3s 12s

●正常動作温/湿度範囲

－10～60℃
周囲温度が－10～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH ，50
～60℃のときは5～30％RH (ただし結露なきこと)

●最大入力電圧

5VDC
●最大ノーマルモードノイズ電流

24mA(50，60Hzの信号分を含むピーク値)
電圧換算値　2.4V

●ノーマルモード除去比(電圧換算)

40dB以上(50/60Hz±0.1％)
●最大コモンモードノイズ電圧

250VACrms(50/60Hz)
●コモンモード除去比(電圧換算)

120dB以上(50/60Hz±0.1％)
●チャネル間最大ノイズ

150VACrms(50/60Hz)
●測定レンジ/確度

以下の基準動作状態にて
周囲温度：23±2℃，周囲湿度：55±10％RH，電源電圧：90～250VAC(AC電源)/
10～32VDC(DC電源)，電源周波数：50/60Hz±1%以内(AC電源)，ウオームアップ30
分以上，振動など計器動作に影響のない状態

測定レンジ 測定確度 最高分解能

－20.000～20.000mA ±(0.25％ of rdg＋5digits) 1µA

●フィルタ

ローパスフィルタまたは移動平均を利用
ローパスフィルタカットオフ周波数：50/60/10Hzとその整数倍の周波数

●入力抵抗

100Ω
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●絶縁抵抗

入力端子-アース間　20MΩ以上(500VDC)
●耐電圧

チャネル間：1000VAC　1分間(50/60Hz)
入力端子-アース間　1500VAC　1分間(50/60Hz)

●温度係数

ゼロ：0.0125％ of range/℃
スパン：0.0125％ of range/℃

●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

約57(W)×約137(H)×約88(D)mm
●質量

約0.5kg
●設置カテゴリ(過電圧カテゴリ)

CAT II (IEC1010)

4.3　mA入力モジュールの仕様
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4.4 パワーモニタモジュールの仕様

●スタイルナンバー　S5
●形名，用途(入力チャネル)，端子形状，最短測定周期

形名 用途(入力チャネル) 端子形状 最短測定周期

DU400-12 単相用(電圧1ch，電流1ch) クランプ* 2s
DU400-12 三相用(電圧3ch，電流3ch) クランプ* ** 2s

*：2端子押し締め式
**：単相用3モジュール分としての使用はできません
●入力方式
トランス絶縁入力，チャネル間絶縁(チャネル間独立)

●測定演算方式
ディジタル乗算方式

●測定レンジ
電圧レンジ：25Vrmsまたは250Vrms
電流レンジ： 0.5Aまたは5A

三相測定または単相3線測定のときは，電圧/電流レンジが各相または各
線間で等しい(電圧/電流レンジはチャネル間で共通設定)

●測定周波数
45～65Hz

●対応結線
DU400-12：単相2線
DU400-22：単相2線，単相3線，三相３線(2電圧，2電流)，三相３線(3電圧，3電流)，

3相4線
●測定項目
実効電圧，実効電流，有効電力，皮相電力，無効電力，周波数，力率，位相角から，1
モジュールに対して最大6項目選択可能。選択した項目を測定チャネル□□1～□□6ch
に割り付けて表示，記録。ただし，選択できる項目は入力結線法式によって組み合わせ
の制限がある。

●測定条件
・電圧，電流入力の測定範囲
測定レンジの10％＜電圧，電流入力≦測定レンジの100％

・周波数測定はV1レンジをモニタ
・全測定は，V1チャネルの周波数を基に行っているため，V1の入力が上記範囲以外の場
合測定結果は保証されません。

・皮相電力の入力がスパンの10％以下になると，位相と力率の測定ができません(マイナ
スオーバ)。

・測定レンジ，結線を変更直後は，最高2スキャン分のデータが無効になります。
●測定確度，分解能
周囲温度：23±2℃，周囲湿度：55±10％RH，電源電圧：90～250VAC(AC電源)/
10～32VDC(DC電源)，電源周波数：50/60Hz±1%以内(AC電源)，ウオームアップ30
分以上，振動など計器動作に影響のない状態

測定項目� 測定確度� 分解能�
実効電圧�
実効電流�
有効電力�
�
�
皮相電力�
�
�
無効電力�
�
�
周波数�
力率�
位相角�
�

±(0.5％ of SPAN) �
±(0.5％ of SPAN)�
±(1％ of SPAN)　φ＝0�
±(2.5％ of SPAN)　0＜  φ  ≦30�
±(5％ of SPAN)　30＜  φ  ≦80�
±(1％ of SPAN)　0≦　φ  ≦80�
�
�
±(5％ of SPAN)　0≦  φ  <60�
±(2.5％ of SPAN)　60≦  φ  ≦80�
�
±0.1Hz�
±(2％ of SPAN)　0≦  φ  ≦80�
±5deg　0≦  φ  ≦80

0.01Vrms(25Vレンジのとき)　0.1Vrms(250Vレンジのとき)�
0.0001Arms(0.5Aレンジのとき)　0.001Arms(5Aレンジのとき)�
0.01W　(SPANが12.5W/25W/37.5Wのとき)�
0.1W　(SPANが125W/250W/375Wのとき)�
1W　(SPANが1250W/2500W/3750Wのとき)�
0.01VA　(SPANが12.5VA/25VA/37.5VAのとき)�
0.1VA　(SPANが125VA/250VA/375VAのとき)�
1VA　(SPANが1250VA/2500VA/3750VAのとき)�
0.01Var　(SPANが12.5Var/25Var/37.5Varのとき)�
0.1Var　(SPANが125Var/250Var/375Varのとき)�
1Var　(SPANが1250Var/2500Var/3750Varのとき)�
0.01Hz�
0.01�
0.1deg
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●測定範囲

測定項目 25V-0.5A 25V-5A 250V-0.5A 250V-5A

実効電圧 0.00～25.00Vrms 0.00～25.00Vrms 0.0～250.0Vrms 0.0～250.0Vrms
Vi (i=1,2,3,13,0)
実効電流 0.0000～0.5000Arms 0.000～5.000Arms 0.0000～0.5000Arms 0.000～5.000Arms
Ii (i=1,2,3,13,0)
有効電力 －12.50～12.50W －125.0～125.0W －125.0～125.0W －1250～1250W
P1,P2,P3
有効電力 －25.00～25.00W －250.0～250.0W －250.0～250.0W －2500～2500W
P13
有効電力 －37.50～37.50W －375.0～375.0W －375.0～375.0W －3750～3750W
P0
皮相電力 0.00～12.50VA 0.0～125.0VA 0.0～125.0VA 0～1250VA
VA1,VA2,VA3
皮相電力 0.00～25.00VA 0.0～250.0VA 0.0～250.0VA 0～2500VA
VA13
皮相電力 0.00～37.50VA 0.0～375.0VA 0.0～375.0VA 0～3750VA
VA0
無効電力 0.00～12.50Var 0.0～125.0Var 0.0～125.0Var 0～1250Var
Var1,Var2,Var3
無効電力 0.00～25.00Var 0.0～250.0Var 0.0～250.0Var 0～2500Var
Var13
無効電力 0.00～37.50Var 0.0～375.0Var 0.0～375.0Var 0～3750Var
Var0
力率 －1.00～1.00 －1.00～1.00 －1.00～1.00 －1.00～1.00
PFi(i=1,2,3,13,0)
位相 －80.0～80.0deg －80.0～80.0deg －80.0～80.0deg －80.0～80.0deg
PHi(i=1,2,3,13,0)
周波数 45.00～65.00Hz 45.00～65.00Hz 45.00～65.00Hz 45.00～65.00Hz
FREQ

● 表示範囲

測定項目 25V-0.5A 25V-5A 250V-0.5A 250V-5A

実効電圧 0.00～26.25Vrms 0.00～26.25Vrms 0.0～262.5Vrms 0.0～262.5Vrms
Vi (i=1,2,3,13,0)
実効電流 0.0000～0.5250Arms 0.000～5.250Arms 0.0000～0.5250Arms 0.000～5.250Arms
Ii (i=1,2,3,13,0)
有効電力 －13.75～13.75W －137.5～137.5W －137.5～137.5W －1375～1375W
P1,P2,P3
有効電力 －27.50～27.50W －275.0～275.0W －275.0～275.0W －2750～2750W
P13
有効電力 －41.25～41.25W －412.5～412.5W －412.5～412.5W －4125～4125W
P0
皮相電力 0.00～13.75VA 0.0～137.5VA 0.0～137.5VA 0～1375VA
VA1,VA2,VA3
皮相電力 0.00～27.50VA 0.0～275.0VA 0.0～275.0VA 0～2750VA
VA13
皮相電力 0.00～41.25VA 0.0～412.5VA 0.0～412.5VA 0～4125VA
VA0
無効電力 0.00～13.75Var 0.0～137.5Var 0.0～137.5Var 0～1375Var
Var1,Var2,Var3
無効電力 0.00～27.50Var 0.0～275.0Var 0.0～275.0Var 0～2750Var
Var13
無効電力 0.00～41.25Var 0.0～412.5Var 0.0～412.5Var 0～4125Var
Var0
力率 －1.00～1.00 －1.00～1.00 －1.00～1.00 －1.00～1.00
PFi(i=1,2,3,13,0)
位相 －89.0～89.0deg －89.0～89.0deg －89.0～89.0deg －89.0～89.0deg
PHi(i=1,2,3,13,0)
周波数 41.00～69.00Hz 41.00～69.00Hz 41.00～69.00Hz 41.00～69.00Hz
FREQ

4.4　パワーモニタモジュールの仕様
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● 各結線の出力項目

出力項目� 単相2線式� 単相３線式�

実効電圧 V�

�

�

実効電流 I�

�

�

有効電力 W�

�

皮相電力 VA�

�

無効電力 Var�

�

周波数 FREQ�

力率 PF�

�

位相角 PH�

�

�

V1�

�

�

I1�

�

�

P1�

�

VA1�

�

Var1�

�

FREQ�

PF1�

�

PH1�

�

V1，V3�

V13：(V1＋V3)/2�

�

I1，I3�

I13：(I1＋I3)/2�

�

P1，P3�

P13：(P1＋P3)�

VA1，VA3�

VA13：(VA1＋VA3)�

Var1，Var3�

Var13：(Var1＋Var3)�

FREQ�

PF1，PF3�

PF13�

PH1，PH3�

PH13�

�

三相３線式�
(2電圧2電流)

V1，V3�

V13：(V1＋V3)/2�

�

I1，I3�

I13：(I1＋I3)/2�

�

P1，P3�

P13：(P1＋P3)�

VA1，VA3�

VA13：(VA1＋VA3)�

Var1，Var3�

Var13：(Var1＋Var3)�

FREQ�

PF1，PF3�

PF13�

PH1，PH3�

PH13�

�

V1，V2，V3�

V13：(V1＋V3)/2�

V0：(V1＋V2＋V3)/3�

I1，I2，I3�

I13：(I1＋I3)/2�

I0：(I1＋I2＋I3)/3�

P1，P2，P3�

P13：P1＋P3�

VA1，VA2，VA3�

VA13：VA1＋VA3�

Var1，Var2，Var3�

Var13：Var1＋Var3�

FREQ�

PF1，PF2，PF3�

PF13�

PH1，PH2，PH3�

PH13�

�

V1，V2，V3�

V0：(V1＋V2＋V3)/3�

�

I1，I2，I3�

I0：(I1＋I2＋I3)/3�

�

P1，P2，P3�

P0：P1＋P2＋P3�

VA1，VA2，VA3�

VA0：VA1＋VA2＋VA3�

Var1，Var2，Var3�

Var0：Var1＋Var2＋Var3�

FREQ�

PF1，PF2，PF3�

PF0�

PH1，PH2，PH3�

PH0

三相３線式�
(3電圧3電流)

三相4線式�
�

●連続印加最大電圧電流

電圧：250Vrms
電流：5Arms

●クレストファクタ

3以下(600Vpeak)
●最大コモンモード電圧

250Vrms
●コモンモード電圧除去比(電圧，電流レンジ)

0.02％ of SPAN (250V 45～65Hz印加時)
●入力抵抗

電圧入力：ACV　300kΩ以上
電流入力：ACA　1Ω以下

●フィルタ

移動平均
●電力量積算

/M1演算機能利用
●絶縁抵抗

入力-接地間　100ＭΩ以上
●耐電圧

出力端子-アース間　2300VAC (50/60Hz)　1分間
●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH (ただし結
露なきこと)

●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

約57(W)×約137(H)×約99(D)mm
●質量

約0.5kg
●設置カテゴリ(過電圧カテゴリ)

CAT II (IEC1010)

4.4　パワーモニタモジュールの仕様
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4.5 ひずみ入力モジュールの仕様

●スタイルナンバーS5

●形名，入力チャネル数，端子形状，最短測定周期，内蔵ブリッジ抵抗

形名 入力チャネル数 端子形状 最短測定周期 内蔵ブリッジ抵抗

DU500-12 10ch* クランプ 0.5s 120Ω
DU500-13 10ch* クランプ 0.5s 350Ω
DU500-14 10ch* NDIS** 0.5s 外付け

*：2スロット分のスペースが必要
**：日本非破壊検査協会推奨端子
●入力方式

フローティング平衡入力，チャネル間絶縁(チャネル間独立)
●A/D分解能

20000FS表示相当
●A/D積分時間

20ms(50Hz)，16.7(60Hz)，100ms(10Hz)の選択または自動切り替え
ただし，DC電源モデルのスタンドアロンタイプおよびDC電源モデルのサブユニット
(DS400/DS600)では自動切り替えは機能しません。自動切り替え(AUTO)を選択する
と，20ms(50Hz)になります。

●入力種類

ひずみゲージまたはひずみゲージ式センサの出力
●接続方法

1ゲージ法，対辺2ゲージ法，隣辺2ゲージ法，4ゲージ法
(DU500-12，DU500-13の場合は，入力モジュールのディップスイッチで設定)

●適用ゲージ抵抗

100～1000Ω
DU500-12は120Ω，DU500-13は350Ωの抵抗を内蔵

●ブリッジ電圧

2VDC固定 (精度±5％，補正機能付き)
●ゲージ

2.00(スケーリング可能)
●平衡調整

自動
●平衡調整範囲

±10000µε相当(1ゲージ法の場合)
●測定レンジ/確度

周囲温度：23±2℃，周囲湿度：55±10％RH，電源電圧：90～250VAC(AC電源)/
10～32VDC(DC電源)，電源周波数：50/60Hz±1%以内(AC電源)，ウオームアップ30
分以上，振動など計器動作に影響のない状態

ゲージ法 測定レンジ 測定確度 分解能

1ゲージ法 -2000～2000µε 0.5％ of Range 0.1µε
-20000～20000µε 0.3％ of Range 1µε
-200000～200000µε 0.3％ of Range 10µε

2ゲージ法 -1000～1000µε 0.5％ of Range 0.1µε
10000～10000µε 0.3％ of Range 1µε
-100000～100000µε 0.3％ of Range 10µε

4ゲージ法 -500～500µε 0.5％ of Range 0.1µε
-5000～5000µε 0.3％ of Range 1µε
-50000～50000µε 0.3％ of Range 10µε

DU500-12，DU500-13の場合，測定確度，分解能には内蔵抵抗とジャンパー設定スイッチの接
触抵抗による影響は含まれません。
●ブリッジ用抵抗精度

±0.01％，±5ppm/℃(ジャンパー設定スイッチの接触抵抗分を除く)
●ジャンパー設定スイッチの接触抵抗

100mΩ以下
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●入力抵抗

10MΩ以上
●フィルタ

3次のsincフィルタ，移動平均
●耐電圧

チャネル間：50VDC (DU500-14は除く)
出力端子-アース間：1500VAC 1分間 (DU500-14は除く)

●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH (ただし結
露なきこと)

●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

DU500-12/DU500-13：約114.3(W)×約137(H)×約88(D)mm
DU500-14：約114.3(W)×1約137(H)×約77(D)mm

●質量

約1kg
●設置カテゴリ(過電圧カテゴリ)

CAT II (IEC1010)
●アクセサリ

ブリッジボックス：319300(120Ω)

4.5　ひずみ入力モジュールの仕様
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4.6 パルス入力モジュールの仕様

●スタイルナンバーS4

●形名，入力チャネル数，端子形状，最短測定周期

形名 入力チャネル数 端子形状 最短測定周期

DU600-11 10ch ねじ 0.5s*

*：データ更新周期は1秒固定
●入力方式

同一モジュール内コモン共通電位
●入力種類

無電圧接点，オープンコレクタ(TTLまたはトランジスタ)
●測定モード

RATE(カウント数瞬時モード)： 測定時における最新1秒間に入力されたパルス数をス
ケール設定した値で出力する

GATE(ON時間瞬時モード)： 測定時における最新1秒間の接点入力のON(メイク)/
OFF(ブレイク)状態(ON=1，OFF=0)をスケール設定
した値で出力する

* 1秒毎のカウント数またはON時間を積算するときは演算機能(演算式：TLOG.PSUM
(XXX))を使用する(最大カウント数/ON時間：99999999)

●入力範囲

0～6kパルス/s，ただし無電圧接点入力の場合：0～10パルス/s (フィルタONの場合)
入力メイク率：最大周波数において35～65％ (メイク率＝接点閉時間/(接点閉時間＋

接点開時間)×100)
最小入力パルス幅：60μs (接点閉時，接点開時とも)

●測定確度

周囲温度：23±2℃，周囲湿度：55±10％RH，電源電圧：90～250VAC(AC電源)/
10～32VDC(DC電源)，電源周波数：50/60Hz±1%以内(AC電源)，ウオームアップ30
分以上，振動など計器動作に影響のない状態
カウント数：±1パルス (ただし積算時は，スタート時：±(1スキャン＋1秒)，ストッ

プ時：±(1スキャン＋1.5秒))
ON時間：1秒間のサンプリング判定確度が±100ppm，積算時は，スタート時：±(1秒

＋1スキャン)，ストップ時：±(100ppm of rdg＋1.5秒＋1スキャン)
モジュール間誤差：カウント数では±(3秒＋1パルス)，ON時間では±(200ppm＋3秒)

* 電源ON時，測定モード変更時およびフィルタON/OFF設定変更時は，正規の測定値が
出力されるまで最長2秒かかります。正規の測定値が出力されるまでは，データなしを
示す値(表示では「○○○○○○」，通信出力では，バイナリ：8005H，ASCII：異常
値)が出力されます。

●フィルタ

5msまでのチャタリング除去 (チャネルごとにON/OFF可能)
●入力信号レベル

接点閉：200Ω以下
接点開：100kΩ以上

●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH (ただし結
露なきこと)

●正常動作磁界

400A/m以下
●最大入力電圧

5VDC
●信号源定格

15VDC，30mA以上
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●絶縁抵抗

入力端子-接地間 100MΩ以上(500VDC)
●耐電圧

出力端子-アース間　500VDC 1分間 (チャネル間は非絶縁)
●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

約57(W)×137(H)×68(D)mm
●質量

約0.3kg
●設置カテゴリ(過電圧カテゴリ)

CATII (IEC1010)

4.6　パルス入力モジュールの仕様
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4.7 ディジタル入力モジュールの仕様

●スタイルナンバー　S8

●形名

DU700-11
●チャネル数

10
●端子形状

ねじ
●入力方式
フローティング不平衡入力，チャネル間絶縁(チャネル独立)

●A/D分解能
±20,000

●A/D積分時間
20ms(50Hz)，16.7ms(60Hz)，100ms(10Hz)の選択または自動切り替え
ただし，DC電源モデルのスタンドアロンタイプおよびDC電源モデルのサブユニット
(DS400/DS600)では自動切り替えは機能しません。自動切り替え(AUTO)を選択する
と，20ms(50Hz)になります。

●最短測定周期

ローパスフィルタオフの場合

カットオフ周波数 50/60Hz 10Hz

最短測定周期 0.5s 4s

ローパスフィルタオンの場合

カットオフ周波数 50/60Hz 10Hz

最短測定周期 3s 12s

●正常動作温/湿度範囲および磁界

温/湿度範囲：－10～60℃
周囲温度が－10～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH，
50～60℃のときは5～30％RH (ただし結露なきこと)
磁界：400A/m以下(DCおよび50/60Hz)

●最大入力電圧
CONT(無電圧接点入力)：±10VDC
LEVEL(電圧入力)：±60VDC

●コモンモードノイズ電圧
250VAC rms(50/60Hz)

●チャネル間最大ノイズ
150VAC rms(50/60Hz)

●測定動作
正常動作温/湿度範囲で
電圧入力：2.3V以下でOFF，2.5V以上でON
無電圧接点入力：接点のON/OFF*
*：接点の抵抗値　ON：2kΩ以下，OFF：100kΩ以上

●ノイズ除去

積分型A/Dによる除去，ローパスフィルタ(一括設定)を利用
●カットオフ周波数

50/60/10Hz
●入力抵抗

CONT(無電圧接点入力)：10MΩ以上
LEVEL(電圧入力)：約1MΩ

●絶縁抵抗

入力-接地間 20MΩ以上(500VDC)
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●耐電圧

入力端子相互間：1,000VAC(50/60Hz)1分間
入力端子-アース間：1,500VAC(50/60Hz)1分間

●入力信号源抵抗

LEVEL(電圧入力)のとき2kΩ以下
●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

約57(W)×約137.4(H)×約88(D)mm
●質量

0.5kg

4.7　ディジタル入力モジュールの仕様
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4.8 アラーム出力モジュールの仕様
●スタイルナンバー　S1

●形名，出力点数，出力接点タイプ，端子形状

接点モード�
�

C接点(NO-C-NC)�
A接点(NO-C)

端子形状�
�

ねじ�
ねじ�

出力点数��
4点�
10点�

形名��
DT200-11�
DT200-21

●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH (ただし結
露なきこと)

●出力更新

測定インターバルごと
●出力接点タイプ

A接点：ノーマルオープン-コモン端子
　C接点：ノーマルオープン-コモン-ノーマルクローズ端子
●励磁/非励磁切り替え

可能
●保持/非保持切り替え

可能
●再故障再アラーム

最大6接点指定可
●接点容量

250VDC/0.1A(抵抗負荷)
250VAC/2A(抵抗負荷)
30VDC/2A(抵抗負荷)

●耐電圧

出力端子-アース間　2,300VAC (50/60Hz) 1分間
●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法，質量

質量(kg)��
0.3�
0.4

外形寸法(W)×(H)×(D) mm��
約57×137×68�
約57×137×68

形名��
DU200-11�
DU200-21
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4.9 DI/DOモジュールの仕様

共通仕様
●スタイルナンバー　S1

●端子形状

ねじ
●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH (ただし結
露なきこと)

●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●耐電圧

出力端子-アース間：2,300VAC(50/60Hz) 1分間
●外形寸法

約57(W)×137(H)×67.9(D)mm
●質量

0.35kg

DO：アラーム出力
●出力更新

測定インターバルごと
●出力接点タイプ

　C接点：ノーマルオープン-コモン-ノーマルクローズ端子
●励磁/非励磁切り替え/保持/非保持切り替え

可能
●再故障再アラーム指定

可能
●接点容量

250VDC/0.1A(抵抗負荷)，250VAC/2A(抵抗負荷)，30VDC/2A(抵抗負荷)

DO：フェイル出力
●機能概要

装着されているDA100メインユニットまたはサブユニットのシステム異常検出時にフェ
イル出力端子が非励磁となる。

●出力接点タイプ

　C接点：ノーマルオープン-コモン-ノーマルクローズ端子
●励磁/非励磁切り替え

不可
●接点容量

250VDC/0.1A(抵抗負荷)，250VAC/2A(抵抗負荷)，30VDC/2A(抵抗負荷)

DI：リモート制御入力(スタイルナンバー「2」以上で付加仕様/M1付きの場合のみ使用可能)
●機能概要

接点入力で，アラームリセット，タイマリセットおよび演算開始/停止制御
●入力回路

無電圧接点接点オープンコレクタ (TTLまたはトランジスタ)
●入力定格電圧

0～5VDC (入力インピーダンス：4.7Ω，5VDCでプルアップ)
●最大入力電圧

－2～7VDC
●入力条件

ON電圧：0.5V以下(30mADC)，OFF時の漏れ電圧：0.25mA以下，信号幅：1秒以上
(入力信号検知周期：約0.5秒)



4-25IM DA100-01J

４�

仕
様

4.10 通信インタフェースモジュールの仕様
●形名，通信方式

通信方式�

GP-IB�
RS-232-C�

RS-422-A/RS-485�
イーサネット�

形　名�

DT300-11�
DT300-21�
DT300-31�
DT300-41

共通仕様
●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH (ただし結
露なきこと)

GP-IBモジュール
●スタイルナンバー　S4

●電気的，機械的仕様
IEEE St'd 488-1978に準拠

●使用コード

ISO(アスキー)コード
●アドレス

0～15
●機能

・トーカとしての機能
　アドレッサブル：測定値出力(ASCII，Binary)，設定値出力(ASCII)
・リスナとしての機能
　測定条件の設定，測定開始/停止などの制御(電源ON/OFFを除く)，割り込み発生の要
因指定

●割り込み発生要因

文法エラー，A/D変換終了，測定/演算データ抜け発生時(付加仕様/M1付きの場合のみ)
●外形寸法

約57(W)×137(H)×53.8(D)mm
●質量

0.25kg

RS-232-Cモジュール
●スタイルナンバー　S8

●電気的，機械的仕様

EIA RS-232-Cに準拠
●接続方式

ポイント対ポイント
●通信方式

半2重
●同期方式

調歩同期式(スタート/ストップビットによる同期)
●ボーレート

150，300，600，1200，2400，4800，9600，19200，38400bps
●スタートビット

1ビット固定
●データ長

7，8ビットから選択
●パリティ

EVEN，ODD，パリティなしから選択
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4.10　通信インタフェースモジュールの仕様

●ストップビット

1ビットまたは2ビットから選択
●伝送距離

最大15m
●コネクタ

●ハンドシェーク

ハードウエア：DTR，RTS，CTSによる送受信制御可能
ソフトウエア：XON，XOFFによる送信制御可能

●受信バッファ長

200バイト
●エスケープシーケンス

受信のみ
●機能

・トーカとしての機能
　アドレッサブル：測定値出力(ASCII，Binary)，設定値出力(ASCII)
・リスナとしての機能
　測定条件の設定，測定開始/停止などの制御(電源ON/OFFを除く)，ESC S(ステータ
スバイト)の要因指定

●ステータス要因

文法エラー，A/D変換終了，測定/演算データ抜け発生時(付加仕様/M1付きの場合のみ)
●外形寸法

約57(W)×137(H)×53.8(D)mm
●質量

0.25kg

RS-422-A/RS-485モジュール
●スタイルナンバーS8
●電気的・機械的仕様
EIA RS-422-A，EIA RS-485に準拠

●接続方式

マルチドロップ 1 : n (RS-422-Aの場合n＝16，RS-485の場合n＝31)
●通信方式

半2重
●同期方式
調歩同期式(スタート/ストップビットによる同期)

●ボーレート

300，600，1200，2400，4800，9600，19200，38400bps
●スタートビット
1ビット固定

●データ長
7，8ビットから選択

●パリティ
偶数(Even)，奇数(Odd)，パリティなし(None)から選択

●ストップビット
1，2ビットから選択

●使用コネクタ
6点ねじ端子(M4ねじ使用)

●最小応答時間
0，10，20，50，100msから選択

●受信バッファ長
250バイト

●エスケープシーケンス
トリガ，ステータスコール，オープン，クローズ
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4.10　通信インタフェースモジュールの仕様

●電気特性

SDA，SDB，RDA，RDB，SG。信号端子と本体内部回路とは機能絶縁
●通信距離

最大1.2km
●終端抵抗

内蔵(120Ω 1W) スライドスイッチで切り替え
●外形寸法

約57(W)×137(H)×68.2(D)mm
●質量

約0.3kg

イーサネットモジュールの仕様
●スタイルナンバー　S8

●電気的、機械的仕様

IEEE802.3準拠
●接続形式

Ethernet
●伝送仕様

10 Base-T (CSMA/CD, 10Mbps, ベ－スバンド)
●伝送速度

10 Mbps
●通信プロトコル

TCP,UDP,IP,ARP,ICMP
●1台のDarwinへアクセスできるPC数

最大4台
●入力データ：ASCII

DT300-21(RS-232-Cモジュール)の全てのコマンドをサポート
●出力データ：ASCII, Binary

●外形寸法

   約57(W)×約137(H)×約57(D)mm
●質量：約0.3kg
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4.11 伝送出力モジュールの仕様

●スタイルナンバーS10

●形名，出力点数，出力信号，出力範囲，端子形状

形名 出力点数 出力信号 出力範囲 端子形状

DT500-11 10ch 1～5VDC 0.8～5.4VDC ねじ
DT500-21 2ch 4～20mADC 3.2～21.6mADC ねじ

●負荷抵抗

DT500-11：10kΩ以上 DT500-21：600Ω以下
●負荷容量

0.22mF以下
●負荷インダクタンス

100mH以下
●出力確度(基準動作状態において)

±0.2％ of Span
●校正周期

1年
●温度係数

0.01％  of Span/℃
●最高分解能

DT500-11：12bit(約1.43mV) DT500-21：12bit(約5.86mA)
●正常動作温/湿度範囲

0～50℃
周囲温度が0～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH(ただし結
露なきこと)

●出力値更新周期

測定周期と同じ
ただし，装着されているモジュール数や設定されている演算式，外部記憶メディアの状
態などにより，測定周期で出力値が更新できなくなる場合があります。

●SKIP時の出力

DT500-11：0.05V以下
DT500-21：0.15mA以下

●出力フィルタ

測定データ，演算データ，通信入力値の変化に対して，出力値に10段階の1次遅れの
フィルタ(時定数で約4ms～3sの範囲)の設定可能

●絶縁抵抗

出力端子－アース間：20MΩ以上(500VDC)
●耐電圧

出力端子-アース間　500VDC　1分間
●チャネル間

DT500-11：チャネル間非絶縁(COM共通)
DT500-21：チャネル間絶縁(500VDC　1分間)

●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

約57(W)×約137(H)×約68(D)mm
●質量

DT500-11：約0.35kg
DT500-21：約0.3kg

●設置カテゴリ(過電圧カテゴリ)

CAT II (IEC1010)



4-29IM DA100-01J

４�

仕
様

4.12 エクステンダモジュール/エクステンダベースの
仕様

●スタイルナンバーS5

●形名

エクステンダモジュール：DV100-011
エクステンダベース：DV100-012

●エクステンダモジュールの接続対象ユニット

DS400/DS600
●エクステンダベースに接続可能な入力ユニット

ユニバーサル入力モジュール(10ch　DU100-11/DDU100-12)
DCV/TC/DI入力モジュール(10ch　DU200-11/DU200-12)

●エクステンダモジュールの最大装着台数

各ユニットに1個
●エクステンダベース接続可能台数

エクスタンダモジュール1個に最大3台
ただし，エクステンダモジュールが接続されているユニットに装着されているモジュー
ルとエクステンダベースの総数が，ユニットの最大モジュール装着数を超えないこと

●総延長距離

30m以下
(エクステンダモジュールから最も遠いエクステンダベースまでのケーブル総延長距離)

●正常動作温/湿度範囲

－10～60℃
周囲温度が－10～40℃のときは20～80％RH，40～50℃のときは10～50％RH ，50
～60℃のときは5～30％RH (ただし結露なきこと)

●絶縁抵抗

装着されている入力モジュールに依存
●耐電圧

装着されている入力モジュールに依存
●消費電力

装着されているメインユニットまたはサブユニットの値に含まれる。
●外形寸法

エクステンダモジュール：約57(W)×約137(H)×約49.5(D)mm
エクステンダベース： 約114.8(W)×約152.7(H)×約43.7(D)mm (脚なし)
約114.8(W)×約171.5(H)×約143.3(D)mm (脚つき)
●質量

エクステンダモジュール：約176kg
エクステンダモジュール：約345kg



4-30 IM DA100-01J

4.13 外形図

単位：mm
DA100スタンドアロンタイプ／サブユニットDS600

156

16
8

20

100422

14
5

2216255

17
6

11
5

369

20

DA100拡張タイプ／サブユニットDS400

16
5

40

100336

14
5

223208

50
50

11
5

290

20

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。
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4.13　外形図

単位：mm
10chユニバーサル入力モジュール／10ch DCV/TC/DI入力モジュール

13
7

88

57

20chユニバーサル入力モジュール／20ch DCV/TC/DI入力モジュール

114.3

13
7

88

30chユニバーサル入力モジュール／30ch DCV/TC/DI入力モジュール

171.6

13
7

88

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。
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4.13　外形図

単位：mm
mA入力モジュール

57

88
68

13
7

パワーモニタモジュール

57
99
78

13
7

ひずみ入力モジュール(ブリッジ抵抗内蔵)

114.3 68
88

13
7

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。
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4.13　外形図

単位：mm
ひずみ入力モジュール(NDIS端子)

114.3 57

77

13
7

パルス入力モジュール

57

68
48

13
7

ディジタル入力モジュール

13
7

88

57

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。
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4.13　外形図

単位：mm
DI/DOモジュール／アラーム出力モジュール

13
7

68

57

GP-IBモジュール

13
7

54

57

RS-232-Cモジュール

13
7

54

57

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。
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4.13　外形図

単位：mm
RS-422-A/RS-485モジュール

57

69

13
7

イーサネットモジュール

57

35.7
56.7

13
6.
7

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。
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4.13　外形図

単位：mm
1-5V伝送出力モジュール

57 69
48

13
6.

7

4-20mA伝送出力モジュール

57 69
48

13
6.

7

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。



4-37IM DA100-01J

４�

仕
様

単位：mm
エクステンダモジュール

57
49.5

28.5

13
7

EXTENDER I/F

I/F

エクステンダベース

89.812.5

114.8
84 43.7

4833.4 φ5ー4穴�

φ5ー4穴�

15.4

32
17
1.
5

8.
1

10
.7

15
2.
7

11
3.
3

14
3.
3

20

指示なき寸法公差は，±3％(ただし，10mm未満は±0.3mm)とする。

4.13　外形図
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